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LINEはじめました!!
友だち登録お願いします!

特 集
女性部とSDGs
想いをひとつに かなえよう

晴れびと！

潮風と太陽で育む
　島で味わう甘いミカン

「組合員の笑顔」が広がる「協同」の素晴らしさを伝える広報誌
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©ソラとサン

「いこいの町 日生」
　日生は、瀬戸内海と山で囲まれた自然豊かな町です。春には桜が
さき、夏には緑が生いしげり、秋には紅葉します。山を見ると、季
節のかわり目がよく分かります。そして、行事が多いのも日生の特ちょ
うです。夏に開さいされる「ひなせみなとまつり」では、多くの屋台が
出ます。そして多くの人が花火を見におとずれます。冬に開さいされ
る「源平放水合戦」では、備前市消防団がホースを持って小船に乗り、
一せいに放水をします。最後には、色がついている水を空高く放水
します。これを見ようと、多くの人が見にきます。他にも日生には、
いろんな行事がたくさんあります。
　ぼくは、この町がとても好きです。これからは日生をよりよくするた
めに、いろんな事に取り組んで日生にたくさんの人が来てくれるよう
にしたいです。

「良い所は自然かも」
　みなさんは、日生町という町を聞いたことがありますか。
日生は、海と山が近くにあり、カキが多くとれる地域です。
今回は、自然の風景についてしょうかいします。
　日生は海が近くにあるため、大きな島があります。その
島と町をつなぐ「備前♡日生大橋」という大きな橋がありま
す。ぼくが橋をわたる時は車に乗ってわたります。そこから
見る海の景色がとてもきれいでぼくは大好きです。理由は、
太陽の光が海のはしからはしまで反射して見えることです。
休みの日に橋に行って、そこから海の景色を見るとぼくはい
つも「明日もがんばろう」という気持ちになります。
　日生は山や海などたくさんの自然があります。ぼくはそん
な日生が大好きです。

備前市立日生東小学校

　瀬戸内海に面し、温暖な気候で晴れの日が多く、燦燦と日が降り注
ぐ備前市日生町。牡蠣の養殖が盛んで、海には「牡蠣いかだ」が浮か
ぶ風景は日生らしい港町を写し出します。今回撮影に訪れたのは本土
から橋でつながる鹿久居島。一帯の日生諸島では日当たりのよい斜面
を活用し、昔からミカンづくりが営まれてきました。海を目の前に実が橙
色に染まる景色は秋から冬の風物詩となっており、県内のみならず京阪
神からの観光客も多い魅力あるスポットです。備前市立日生東小学校と
協力し、町の魅力を紹介します。（写真：手前が鹿久居島。斜面に見
えるのがミカン畑です。奥には本土の山並みを望みます）

6 年生

山本 一颯 さん

6 年生

田原 麟太朗 さん

日
生
町
み
か
ん
生
産
組
合

代
表
　
川
辺 

厚
史
さ
ん

びぜんし ひなせちょう

やまもと いぶき たはら りんたろう

かくいじま
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る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
作
業
で
、
こ
ま
め
に
園
地
を

見
て
ま
わ
り
、
枝
や
実
に
手
を
加
え
ま
す
。

　
目
前
に
広
が
る
海
や
島
を
つ
な
ぐ
橋
、
行
き
交

う
船
を
背
景
に
、
橙
色
に
染
ま
る
ミ
カ
ン
は
と
て

も
美
し
い
で
す
。
観
光
農
園
の
ミ
カ
ン
狩
り
は
町

と
ミ
カ
ン
の
魅
力
を
P
R
で
き
る
絶
好
の
機
会
。

「
こ
こ
の
農
園
が
い
い
」「
以
前
こ
こ
で
食
べ
た
ミ
カ
ン

が
お
い
し
か
っ
た
か
ら
」と
訪
れ
て
く
だ
さ
る
方
も
お

り
、収
穫
期
は
1
年
の
努
力
や
苦
労
が
報
わ
れ
ま
す
。

　
地
元
直
売
所「
ア
グ
リ
び
ぜ
ん
」に
も
出
荷
し
、

季
節
を
告
げ
る
地
元
特
産
と
し
て
好
評
な
こ
と
も

励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
生
の
瀬
戸
内
の
恵
み
が
つ
ま
っ
た
日
生
の
ミ
カ

ン
。
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
味
わ
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

　
備
前
市
日
生
諸
島
で
の
ミ
カ
ン
栽
培
は
、

瀬
戸
内
の
潮
風
と
温
暖
な
気
候
を
い
か
し
、

１
９
５
６
年
頃
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
２
０
１
５

年
に
は
本
土
と
島
を
つ
な
ぐ「
備
前
♡
日
生
大

橋
」が
開
通
。
交
通
の
便
が
よ
く
な
り
、
島
に

は
ミ
カ
ン
と
景
観
を
楽
し
み
に
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
生
町
み
か
ん
生
産
組
合
の
代
表
、
川
辺

厚
史
さ
ん（
75
）は
親
の
後
を
継
ぎ
、
２
代
目

園
主
と
し
て
約
50
年
に
わ
た
っ
て
島
の
ミ
カ
ン

を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

　
瀬
戸
内
の
潮
風
と
太
陽
を
浴
び
て
育
っ
た
、
濃

厚
な
甘
味
が
特
長
で
す
。
今
年
は
夏
の
暑
さ
が
長

引
い
た
影
響
で
出
荷
初
め
は
色
づ
き
に
遅
れ
が
あ
り

ま
し
た
が
、
糖
度
は
高
く
、
ど
ん
ど
ん
甘
く
お
い
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
12
月
上
旬
ま
で
ミ
カ
ン
狩
り
も
受
け
入
れ
、
県

内
だ
け
で
な
く
、
関
西
や
山
陰
な
ど
か
ら
も
多
く

の
観
光
客
を
迎
え
ま
す
。
ミ
カ
ン
と
海
を
望
む
景

観
に
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
い
ま
す
。

　
11
月
に
最
盛
期
を
迎
え
る「
宮
川
早
生
」の
ほ
か

「
日
南
1
号
」「
興
津
早
生
」を
主
力
に
約
４
０
０
本

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
年
間
を
通
し
て
病
害
虫
対

策
や
枝
管
理
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。
斜
面
を
上
り
下

り
し
な
が
ら
の
草
刈
り
や
防
除
は
体
力
勝
負
で
す
。

せ
ん
定
や
間
引
き
の
作
業
も
お
い
し
い
ミ
カ
ン
を
作

日
生
ミ
カ
ン
の
魅
力
は

お
い
し
い
ミ
カ
ン
を
作
る
た
め
に

工
夫
し
て
い
る
こ
と
は

お
い
し
い
と
喜
ん
で
も
ら
う
た
め
に

潮風と太陽で育む
　島で味わう甘いミカン

「うちの農園の一番の魅力は景色」と海に向かい、ミカン栽培に励みます

晴れびと！

日生町みかん生産組合　代表

川辺 厚史さん（75）

･アグリびぜん（備前市）
･百菜市場和気店（和気町）

ミカン

出荷時期

主な取り扱い店舗

今月の
表紙

121110９８７６５４３２１

※出荷時期は目安です。地域により異なることがあります

直
売
所
の
営
業
時
間
な
ど

　詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ
↓ み

や
が
わ
わ
せ

に
ち
な
ん
い
ち
ご
う

お
き
つ
わ
せ

かわべ あつし
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晴れびと！

日生町みかん生産組合　代表

川辺 厚史さん（75）

･アグリびぜん（備前市）
･百菜市場和気店（和気町）

ミカン

出荷時期

主な取り扱い店舗

今月の
表紙

121110９８７６５４３２１

※出荷時期は目安です。地域により異なることがあります

直
売
所
の
営
業
時
間
な
ど

　詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ
↓ み

や
が
わ
わ
せ

に
ち
な
ん
い
ち
ご
う

お
き
つ
わ
せ

かわべ あつし
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私
た
ち
女
性
部
の
活
動
は
、
す
べ
て
が
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
部
員
が
共
通
の
認
識
を

持
ち
、「
仲
間
と
一
丸
と
な
っ
て
身
近
な
こ
と
か
ら
」

「
活
動
を
理
解
し
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
未
来
の

た
め
に
意
識
し
て
活
動
す
る
」を
日
頃
か
ら
心
掛

け
て
い
ま
す
。

　
８
つ
の
地
区
が
揃
っ
て
活
動
す
る
機
会
は
少
な
い

も
の
の
、
地
区
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
が
特
色
あ
る
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
す
ば
ら
し
く
、
お

互
い
に
課
題
や
目
標
を
共
有
し
な
が
ら
切
磋
琢
磨

し
て
い
ま
す
。

　
３
ヵ
年
計
画「
Ｊ
Ａ
女
性
・
想
い
を
ひ
と
つ
に
か

な
え
よ
う　
」の
中
で
は
、
エ
コ
ラ
イ
フ
宣
言
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
学
び
を

深
め
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
に
省
エ
ネ
、
エ
コ
ラ
イ

フ
を
取
り
入
れ
て
い
る
ほ
か
、
食
品
ロ
ス
削
減
に
向

け
て
仲
間
と
と
も
に
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
、
地
域
や
仲
間
と
つ
な

が
り
、
ま
も
り
、
か
か
わ
る
こ
と
で
食
・
農
・
地

域
の
活
性
化
と
仲
間
づ
く
り
、Ｊ
Ａ
事
業
・
活
動
へ

の
積
極
的
な
参
画
を
部
員
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
の
中
で
で
き
る
こ
と

自
分
か
ら
仲
間
に
、地
域
へ

　環境問題や食料自給率の低下、揺らぐ世界情勢…「自分にできることはなんだ

ろう？」と感じることはありませんか。ＪＡ晴れの国岡山女性部は、「想いをひとつに

かなえよう」を合言葉に各地の女性たちが集まり、家庭で、地域で、ひいては世

界の課題解決に向けて食と農を基軸に活動の輪を広げています。それらは全て

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）に通じ、豊かで暮らしやすい地域社会の実現に貢

献しています。今月は想いをひとつに仲間と活動する女性部を紹介します。あな

たも活動に参加して心豊かな暮らしを楽しんでみませんか。

「
Ｊ
Ａ
女
性
部
」っ
て

知
っ
て
る
？

　
Ｊ
Ａ
を
よ
り
ど
こ
ろ
に「
食
や
農
」、
く

ら
し
に
関
心
の
あ
る
女
性
が
集
ま
っ
て
活

動
す
る
組
織
で
す
。
全
国
に
５
６
８
組
織
、

約
42
万
人
の
部
員
が
い
ま
す
。
当
Ｊ
Ａ
の

女
性
部
に
は
５
５
３
２
人
が
所
属
し
、
食

農
教
育
や
地
産
地
消
に
か
か
わ
る
活
動
、

助
け
合
い
活
動
、
料
理
や
手
芸
な
ど
の
趣

味
、
健
康
維
持
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
、
環

境
保
全
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

女
性
部
の
中
に
は「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ（
フ
レ

ミ
ズ
）」と
い
う
若
い
世
代
の
組
織
も
あ
り
、

概
ね
45
歳
く
ら
い
ま
で
の「
食
や
農
」に
興

味
の
あ
る
女
性
が
集
ま
り
、
料
理
教
室
・

農
産
物
の
加
工
・
親
子
の
食
農
教
育
な
ど

に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
人
が

メ
ン
バ
ー
な
の
？

　
農
家
の
方
も
農
家
で
な

い
方
も
誰
で
も
参
加
で
き
、

20
代
か
ら
中
に
は
１
０
０

歳
以
上
と
幅
広
い
年
代
の

女
性
が
そ
れ
ぞ
れ
の
住
ん
で
い
る
地
区
の

女
性
部
に
所
属
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

女
性
部
の
活
動
へ
の
思
い

　
地
域
の
仲
間
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に

「
食
」「
農
業
」「
地
域
」

を
守
り
、
次
世
代
へ

つ
な
ぐ
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。
２
０

２
３
年
度
は
、
J
A
女
性
組
織
３
ヵ
年
計

画「
J
A
女
性
・
想
い
を
ひ
と
つ
に
か
な

え
よ
う
　
」の
実
践
２
年
目
で
す
。

　
重
点
実
施
項
目
の「
つ
な
が
ろ
う
　
」

「
ま
も
ろ
う
　
」「
か
か
わ
ろ
う
　
」の
３
つ

の
目
標
を
掲
げ
、
部
員
の
想
い
を
ひ
と
つ

に
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

活
動
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
そ
の
も
の

　
国
連
が
掲
げ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
内
容
は
、Ｊ
Ａ

女
性
部
が
今
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
多
く

の
活
動
に
通
じ
て
い
ま
す
。
安
全
安
心
な
食

を
守
り
、
世
界
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
貧

困
問
題
の
解
決
や

食
料
自
給
率
の
向

上
に
向
け
た
活
動

な
ど
持
続
可
能
な

社
会
を
築
く
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
女
性
部

永
禮 

多
紀
江 

部
長

想いをひとつに
かなえよう

８つの地区の約120人が参加した交流
集会で撮影。仲間と手を携え、SDGs
につながる活動の輪を広げています

特集

SDGs

SDGs

SDGs

た
き
え

な
が
れ
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特集

「エーコープマーク品」
の「米こうじの甘酒」
で作った水ようかん▶

私たちは3つの目標を掲げて
活動しています

ＪＡの合併3周年記念ツアーとして、岡山芸術創造劇
場「ハレノワ」で劇団四季の「クレイジー・フォー・ユー」
を鑑賞

部員が持ち寄った
食品や日用品

支店窓口で組合加入の申し込みを
受け付けています

お互いに声を掛け合い楽しく「ボッチャ」をプレー

郷土料理のバラ寿司を
アレンジした「晴寿司」

黄色の風車が
完成!カタカタと
音をたて野菜を
守ります

仲間と演劇を
鑑賞しました

　各家庭で食べきれない未開封の食品を集め、NPO法人などに寄贈
する「フードドライブ」を各地で取り組んでいます。
　津山女性部では、食品だけではなく日用品も集める「フード&ライフド
ライブ」と名付けました。月に1回の活動日に部員が持参するほか、支店
にも寄贈ボックスを設置。４年目を迎え、
地域にも定着しつつあります。２０２１年か
らは青壮年部も参加。特産のブドウやモ
モをはじめとした果物なども寄せられてい
ます。今年度は10月までに米や缶詰など
食品６６０㎏、子ども服や洗剤など１００㎏
を集めました。

　ＪＡ晴れの国岡山女性部発足以来３回目の交流集会となりました。誰でも
できるスポーツ「ボッチャ」に挑戦。８つの地区から、親睦を深め健康増進
につなげようと部員１２３人が集まりました。内藤敏男組合長ら役員も参加し
て対戦。初めてのメンバーでのプレイに初めは緊張気味でしたが、ゲーム
終了後にはすっかりチームの和ができ、たくさんの笑顔であふれる会となり
ました。

「もったいない」をいかします
フード＆ライフドライブ

鳥獣害対策にペットボトルを
活用しています

つながろう 世代間・地域・生産者・ＪＡなどと交流をすすめ、
組織の活性化とメンバー数の拡大を目指します。

かかわろう
農業へのかかわりを深め、女性農業従事者の活躍
できる場づくり、ＪＡ運営への女性参画を進めています。

岡山の食と農を
PRしています

「ボッチャ」で交流
友好を深めました

郷土料理を守りつなぐ
「晴 寿 司」のレシピを考案！

子どもたちに食と農を
つないでいます

フラ教室で仲間と励まし合いながら心と
体をほぐし、楽しく健康増進

特
産
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
入
り
カ

レ
ー
を
子
ど
も
た
ち
に
振
る
舞

い
ま
し
た

小学生と地元
のお米を使って
おむすびづくり

楽しく健康づくりをしています

まもろう

ＪＡの生活事業はＳＤＧｓに貢献します。
住まいやエネルギーなどのご相談はお近くの購買店舗へ

地産地消・国消国産をすすめ、食料自給率の向上、伝統食の継
承や食農教育で食を次代につなぎます。食品ロス削減・健康増
進なども目指します。

右遠 皇子さん
（岡山東）

妹尾 芙美子さん
（倉敷かさや）

永禮 多紀江さん
（津山）

岡崎 英子さん
（びほく） 　ＪＡ事業への積極的な参画のため「ＪＡの組合員加入

運動」に力を入れています。当JAの組合員のうち、女
性は約3割。女性組織
の活性化や女性参画を
通じて地域農業の発展
や暮らしやすい地域づ
くりに向け役割を担って
いきます。

想いや願いを事業に
反映 ！

木村 由子さん
（岡山西）

三吉 孝美さん
（新見）

ＪＡ晴れの国岡山

内藤 敏男 組合長

JAグループだから簡単!
安心!安い!

のお申し込み・
ご相談はお近くのJAへ

多くの女性部の仲間と質の高
い教養を身につけることができ、
またひとつ絆が深まりました。

エーコープマーク品は国産
を中心に厳選された材料で
作ってあるため、安心して
使えます。お年寄りから子
どもまでたくさんの人に食べ
てもらいたいです。

交流を深めてもらおうと、各地区が混
ざってチームを組みました。プレイが進
むごとに歓声と笑顔が広がり、大成功
だったと思います。

松本 壽子さん
（勝英）

１投目は緊張しましたが楽し
かったです！また女性部全体や
地域でもやってみたいです。

笑いと熱気あふ
れる大会でした。
地元でも地域を
けん引するリー
ダーとして頑張っ
てください。

R
S
K
難
波
リ
ポ
ー
タ
ー
と

「
笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
に
出
演
」

食品ロス削減への意識を
高め、自分たちの生活を
見直すきっかけにしようと
始めました。今後も継続
して取り組んでいきたい
です。

型にとらわれず、レパートリー
を増やして郷土料理を家庭
で楽しみたいです。

先生のウクレレに合わせて心・
体・脳をフルに働かせ、楽しく健
康寿命を延ばそうと励んでいます。

畑を荒らすカラスやモグラ被害
の対策はないかと、ペットボト
ルを使った風車を思いつきまし
た。地元の集まりや近所の人
に広めるなど、風車づくりを通
して仲間意識が強くなりました。

一緒に活動しませんか？女性部の活動に興味をもった方は、
お気軽に最寄りの支店またはアグ
リセンターへお問い合わせください。

女性部メンバー募集中！
・太陽光発電システム
・太陽光蓄電池
・太陽熱温水器
・ＪＡでんき
・ＬＰガス

・断熱リフォーム
・エーコープマーク品

太陽光パネル 太陽光蓄電池 エーコープマーク品

吉岡 良子さん
（真庭）

きむら よしこ

みよし たかみ

ないとう としお

まつもと ひさこ

よしおかりょうこ

うどう きみこ

せのお ふみこ

はれ　ず　し

ながれ たきえ

おかざき ひでこ

な
ん
ば
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特集
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ラ
ガ
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レ
ー
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子
ど
も
た
ち
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振
る
舞

い
ま
し
た

小学生と地元
のお米を使って
おむすびづくり

楽しく健康づくりをしています

まもろう

ＪＡの生活事業はＳＤＧｓに貢献します。
住まいやエネルギーなどのご相談はお近くの購買店舗へ

地産地消・国消国産をすすめ、食料自給率の向上、伝統食の継
承や食農教育で食を次代につなぎます。食品ロス削減・健康増
進なども目指します。

右遠 皇子さん
（岡山東）

妹尾 芙美子さん
（倉敷かさや）

永禮 多紀江さん
（津山）

岡崎 英子さん
（びほく） 　ＪＡ事業への積極的な参画のため「ＪＡの組合員加入

運動」に力を入れています。当JAの組合員のうち、女
性は約3割。女性組織
の活性化や女性参画を
通じて地域農業の発展
や暮らしやすい地域づ
くりに向け役割を担って
いきます。

想いや願いを事業に
反映 ！

木村 由子さん
（岡山西）

三吉 孝美さん
（新見）

ＪＡ晴れの国岡山

内藤 敏男 組合長

JAグループだから簡単!
安心!安い!

のお申し込み・
ご相談はお近くのJAへ

多くの女性部の仲間と質の高
い教養を身につけることができ、
またひとつ絆が深まりました。

エーコープマーク品は国産
を中心に厳選された材料で
作ってあるため、安心して
使えます。お年寄りから子
どもまでたくさんの人に食べ
てもらいたいです。

交流を深めてもらおうと、各地区が混
ざってチームを組みました。プレイが進
むごとに歓声と笑顔が広がり、大成功
だったと思います。

松本 壽子さん
（勝英）

１投目は緊張しましたが楽し
かったです！また女性部全体や
地域でもやってみたいです。

笑いと熱気あふ
れる大会でした。
地元でも地域を
けん引するリー
ダーとして頑張っ
てください。

R
S
K
難
波
リ
ポ
ー
タ
ー
と

「
笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
に
出
演
」

食品ロス削減への意識を
高め、自分たちの生活を
見直すきっかけにしようと
始めました。今後も継続
して取り組んでいきたい
です。

型にとらわれず、レパートリー
を増やして郷土料理を家庭
で楽しみたいです。

先生のウクレレに合わせて心・
体・脳をフルに働かせ、楽しく健
康寿命を延ばそうと励んでいます。

畑を荒らすカラスやモグラ被害
の対策はないかと、ペットボト
ルを使った風車を思いつきまし
た。地元の集まりや近所の人
に広めるなど、風車づくりを通
して仲間意識が強くなりました。

一緒に活動しませんか？女性部の活動に興味をもった方は、
お気軽に最寄りの支店またはアグ
リセンターへお問い合わせください。

女性部メンバー募集中！
・太陽光発電システム
・太陽光蓄電池
・太陽熱温水器
・ＪＡでんき
・ＬＰガス

・断熱リフォーム
・エーコープマーク品

太陽光パネル 太陽光蓄電池 エーコープマーク品

吉岡 良子さん
（真庭）

きむら よしこ

みよし たかみ

ないとう としお

まつもと ひさこ

よしおかりょうこ

うどう きみこ

せのお ふみこ

はれ　ず　し

ながれ たきえ

おかざき ひでこ

な
ん
ば

9 HAREBARE



10HAREBARE



11 HAREBARE



作 っ て 食 べ て
農 業 を 元 気 に !

JA晴れの国岡山があなたの農業ライフを全力でサポート!!

ユズ
さわやかな香りと酸味

地域によって取扱商品や栽培時期などが異なる場合があります。種苗・肥料・農薬など生産資　材の選び方や使い方、栽培方法など詳しくは各店舗にお問い合わせください。直売所の出荷者も募集しています！ご相談・お買い求めはお近くの生産資材店舗まで…

JAに相談して病状や品目に応じた適切な薬剤を
選び、必ず商品のラベルや説明書に従い、適
正に使う。

❶ 植え付け

❷ 整枝

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
種
を
筋
播
き
。

種
が
赤
い
の
に
ビ
ッ
ク
リ
！

Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
と
と
も
に

学
校
の
敷
地
内
で
秋
冬
野
菜

を
栽
培
中
！

本葉２枚の頃、株元を押さえながら
３㎝間隔に間引く。

白菜苗・レタス苗の植え付
け、ダイコン・小カブ・葉物
野菜の種を播きました。

栽培スケジュール

○植え付け 　せん定 　摘果（青玉果収穫） 
　　　開花 　　　収穫 ●施肥

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

❸ せん定

ダイコンの種は点播きしました。

❼ 収穫

❻ 病害虫防除

❺ 施肥

春肥 夏肥 初秋肥 秋肥

❹ 摘果
隔年結果しやすいので、摘果が必要。一般家庭では果実が
小さいうちから間引き利用するとよい。摘果の目安は１果につき、
大果系は葉５０～６０枚は必要。隔年結果を直したい場合は、
1果につき葉70～90枚にする。

枯枝が最も重要な伝
染源であるので、生
育期を通して枯枝の
除去を徹底する。雨
滴により感染するので
梅雨期前が防除適期。

秋に肥切れすると葉が落ちやす
い。日頃から有機物を与え、夏
から秋にかけて窒素を中心に施
す。5～10年生の結果初期と
比べ、結実前の若木は５割減
量、10年以上は５割増量する。

主幹形に仕立てる場合

ユズは直立性で、まっすぐに伸びる性質がある。
分枝角度を大きく取って誘引し、成長を抑える。

８月以降、果汁は徐々に増える。果実は青くても利用でき
るので、摘果を兼ねて随時、間引きして利用するとよい。
果汁と酸が多く、香りも強くなるのは果実が７～８割ほど色
づいた１０月中下旬ごろが収穫適期。
貯蔵は果実が２～３段重ねられる程度の浅い箱に並べ、
ふたを開けたまま、風通しのよいところで収穫時重量の６
～７％の水分を自然乾燥で減らしてから貯蔵する。

幼木を早く大きくするには、夏枝や秋枝のミカンハモグリガ
防除が大切。なかでも、果実の外観を損ねるサビダニ、
かいよう病に注意する。

施
肥
例（
５
〜
10
年
生
）

1aあたりの量

❶
果樹いちばん
５～６㎏

開心自然形
【細く、若い側枝の場合】

【太くなった側枝の矯正】

角度の広い側枝の作り方

春肥

1aあたりの量

❷
ヨーロッパ化成
S604

２～2.5㎏

1aあたりの量

❷
ヨーロッパ化成
S604

２～2.5㎏

1aあたりの量

❷
ヨーロッパ化成
S604

３～3.8㎏

夏肥
（６月）

初秋肥
（8～9月）

秋肥
（10月下旬～11月上旬）

主幹形

チェック
！ ソラからのアドバイス

若木時代は、草抑えと乾燥防止のため
の敷ワラを行うよ。植え付けから３年間
は、乾燥が続く時にかん水が必要だよ。

チェック！サンからのアドバイス

結果調整を兼ねて夏ごろから間引き
収穫するといいよ！

黒点病

果実にへこみ・かさ
ぶたが発生。樹勢
低下・果実肥大不
良となる場合もある。
ウイルス（カンキツト
リステザウイルス）の
感染が主原因。傷
や気象条件が原因
の場合もある。ウイルスを媒介するアブラムシの防
除・樹勢維持・乾燥防止により発症を予防する。

かいよう性こはん症

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

「家庭菜園」の
バックナンバーは

こちら！

根を四方に広げ、それよりふた回りほど大きな穴を掘り、元肥に
有機物を与えて植える。十分に有機物を与えると結実も早まる。

直立性なので、誘引などによって枝を下垂させ、成長を
抑えて結実を促進し、管理しやすい樹形にする。

主枝を３本作り、よく開いたゆったりした樹形。成長が緩慢な
ので、ある程度不要な枝もつけておかないと、木が育たない。
2～3年間は自然に伸びるのに任せ、それから整枝してもよい。

成長は角度で調整できる。弱い枝は先端を上げる。

庭ではスリムな主幹形がよい。角度
を広くとった側枝をまんべんなく作る。

高さ３０～
40㎝で
切る

接ぎ木部は
地上に出す

主枝を3本
作る

切る

完成樹形（下部の
主枝1本は省略）

側枝は水平か、
やや下向きに誘引
し、誘引できたら
針金は外す

側枝 盆栽用の
アルミの針
金を巻く

角度を広く

太さの半分くらいまで
切り込みを入れる

切り口に殺菌剤を
かける

支柱で
しっかりと
枝を支える

高さ
50～60㎝
で切る

支柱

先端は伸ば
しては切るを
繰り返す

角度を
広くとる

接ぎ木部は
地上に出す

支柱を
立てる

完成樹形

家庭用には「多田錦」がおすす
めです。果実は小ぶりですが、
種がないので使いやすく、結実
も優れています。耐寒性が非常
に強く、一般的な柑橘類が育
つ地域より北でも栽培できます。

教えてくれるのは
この人！！

■
お
す
す
め
資
材

❶果樹いちばん ❷ヨーロッパ化成
　S604

真上に伸びる
枝は切る

下垂しすぎないよう、
ときどき切り戻す津山南部アグリ

センター

小坂　凌也

チッソ・リン酸・カリを岡山
県の土壌に合わせ配分
（10-8-8）。有機質と無機
質肥料をバランスよく配合
しています。

果樹・野菜などの幅
広い品目の追肥にお
すすめです。

こさか りょうや

ただにしき
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２～2.5㎏

1aあたりの量

❷
ヨーロッパ化成
S604

３～3.8㎏

夏肥
（６月）

初秋肥
（8～9月）

秋肥
（10月下旬～11月上旬）

主幹形

チェック
！ ソラからのアドバイス

若木時代は、草抑えと乾燥防止のため
の敷ワラを行うよ。植え付けから３年間
は、乾燥が続く時にかん水が必要だよ。

チェック！サンからのアドバイス

結果調整を兼ねて夏ごろから間引き
収穫するといいよ！

黒点病

果実にへこみ・かさ
ぶたが発生。樹勢
低下・果実肥大不
良となる場合もある。
ウイルス（カンキツト
リステザウイルス）の
感染が主原因。傷
や気象条件が原因
の場合もある。ウイルスを媒介するアブラムシの防
除・樹勢維持・乾燥防止により発症を予防する。

かいよう性こはん症

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

「家庭菜園」の
バックナンバーは

こちら！

根を四方に広げ、それよりふた回りほど大きな穴を掘り、元肥に
有機物を与えて植える。十分に有機物を与えると結実も早まる。

直立性なので、誘引などによって枝を下垂させ、成長を
抑えて結実を促進し、管理しやすい樹形にする。

主枝を３本作り、よく開いたゆったりした樹形。成長が緩慢な
ので、ある程度不要な枝もつけておかないと、木が育たない。
2～3年間は自然に伸びるのに任せ、それから整枝してもよい。

成長は角度で調整できる。弱い枝は先端を上げる。

庭ではスリムな主幹形がよい。角度
を広くとった側枝をまんべんなく作る。

高さ３０～
40㎝で
切る

接ぎ木部は
地上に出す

主枝を3本
作る

切る

完成樹形（下部の
主枝1本は省略）

側枝は水平か、
やや下向きに誘引
し、誘引できたら
針金は外す

側枝 盆栽用の
アルミの針
金を巻く

角度を広く

太さの半分くらいまで
切り込みを入れる

切り口に殺菌剤を
かける

支柱で
しっかりと
枝を支える

高さ
50～60㎝
で切る

支柱

先端は伸ば
しては切るを
繰り返す

角度を
広くとる

接ぎ木部は
地上に出す

支柱を
立てる

完成樹形

家庭用には「多田錦」がおすす
めです。果実は小ぶりですが、
種がないので使いやすく、結実
も優れています。耐寒性が非常
に強く、一般的な柑橘類が育
つ地域より北でも栽培できます。

教えてくれるのは
この人！！

■
お
す
す
め
資
材

❶果樹いちばん ❷ヨーロッパ化成
　S604

真上に伸びる
枝は切る

下垂しすぎないよう、
ときどき切り戻す津山南部アグリ

センター

小坂　凌也

チッソ・リン酸・カリを岡山
県の土壌に合わせ配分
（10-8-8）。有機質と無機
質肥料をバランスよく配合
しています。

果樹・野菜などの幅
広い品目の追肥にお
すすめです。

こさか りょうや

ただにしき
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Ｊ
Ａ
は
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
で
、
県
の「
子

ど
も
１
１
０
番
の
家
支
援
事
業
」に
協
力
し
、
管

内
小
学
校
62
校
に
７
９
５
個
の
黄
色
い
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
コ
ー
ン
を
贈
り
ま
し
た
。

　
コ
ー
ン
は
、
子
ど
も
た
ち
が
犯
罪
や
困
っ
た
こ
と

な
ど
に
遭
遇
し
た
と
き
に
駆
け
込
め
る
よ
う
、
民
家

や
店
舗
に
目
印
と
し
て
設
置
。
地
域
が
意
識
を
共

有
し
、
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
ま
す
。

　
地
域
67
ヵ
所
に
コ
ー
ン
を
置
く
真
庭
市
立
月
田

小
学
校
は
、
古
く
な
っ
た
16
個
を
交
換
。
児
童
は

「
困
っ
た
と
き
に
頼
り
た
い
」と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　
吉
備
中
央
町
の
㈱
ロ
ー
ル

サ
ー
ビ
ス
び
ほ
く
は
、
県
の
産

業
廃
棄
物
処
理
税
を
活
用
し

た
事
業
で
ロ
ー
ル
ベ
ー
ラ
ー
を

導
入
し
、
稲
ワ
ラ
の
収
集
・
供

給
の
拡
大
に
乗
り
出
し
ま
し

た
。
２
０
２
５
年
度
に
は
、
現

在
の
２
倍
以
上
と
な
る
15
㌶
に

ま
で
集
積
面
積
の
拡
大
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
稲
発
酵
粗
飼
料
・

麦
ワ
ラ
・
牧
草
で
集
積
面
積
は

50
㌶
と
な
り
、
稲
ワ
ラ
集
積
拡

大
は
同
社
事
業
拡
大
へ
の
大
き

な
足
が
か
り
と
な
り
ま
す
。

　
肥
育
農
家
か
ら
は
、「
明
ら
か

に
県
産
稲
ワ
ラ
の
ほ
う
が
牛
の

食
い
つ
き
が
い
い
」
と
高
評
価

で
、
国
産
飼
料
へ
の
引
き
合
い

の
強
ま
り
も
、
事
業
拡
大
の
大

き
な
後
押
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
原
淳
一
代
表
は
「
多
く
の

畜
産
農
家
に
県
産
稲
ワ
ラ
の
よ

さ
を
知
っ
て
使
っ
て
も
ら
い
、

持
続
可
能
な
農
業
に
向
け
て
継

続
的
な
下
支
え
を
し
て
い
き
た

い
」
と
展
望
し
ま
す
。

　
県
北
の
米
ど
こ
ろ
新
見
市
に
１
万
俵
を
保
管
す
る
玄

米
低
温
倉
庫
を
新
設
し
、
こ
の
秋
か
ら
本
格
的
に
稼
働

を
始
め
ま
し
た
。
適
正
な
温
度
と
湿
度
で
年
間
を
通
じ

て
品
質
と
鮮
度
を
保
持
。
電
動
移
動
式
パ
レ
ッ
ト
ラ
ッ

ク
で
、
入
出
庫
の
作
業
効
率
を
大
幅
に
向
上
さ
せ
ま
し

た
。
温
暖
化
に
よ
る
品
質
管
理
や
物
流
の
２
０
２
４
年

問
題
の
対
応
を
迫
ら
れ
る
中
、
老
朽
化
し
た
倉
庫
を

集
約
し
、
良
質
米
を
安
定
し
て
届
け
ま
す
。

　
格
納
作
業
が
１
日
当
た
り
４
時
間
短
縮
で
き
た
ほ
か
、

出
荷
時
に
２
時
間
か
か
っ
て
い
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
積

み
込
み
が
30
分
で
済
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
作
業
の

安
全
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
磯
田
健
一
常
務
は「
倉
庫
の
再
編
整
備
と
保

管
機
能
の
向
上
に
よ
り
生
産
者
・
消
費
者
・
流
通
業

者
そ
れ
ぞ
れ
に
喜
ば
れ
る
運
営
に
努
め
、
事
業
収
支
の

改
善
を
図
り
た
い
」と
展
望
し
ま
す
。

玄
米
低
温
倉
庫
を
新
設

品
質
保
ち
作
業
効
率
向
上

自
己
改
革
実
践
中
！

取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

晴ればれ晴ればれ
TOPICSTOPICS

地域の情
報をお届け！

SDGs
SDGs

SDGs

JAはSDGsの達成に向けて取り組んでいきます

導入したロールベーラーで
さらなる事業拡大を見込む歳原代表

蒜山野菜を高速輸送
サービスエリアでＰＲ

飼
料
も
地
産
地
消
を

県
産
稲
わ
ら
利
活
用
拡
大

　JAは、直行便事業と高速道路を有効活用して、最
短時間で朝採れの新鮮な蒜山高原産食材を県南大消
費地へ運ぶ「高速輸送」に着手しました。
　山陽自動車道吉備サービスエリア下りで店舗営業を
展開する岡山ルートサービス㈱とタイアップ。１０月中旬
の３日間、店頭特設テントで、旬を迎えた白ネギ・キャ
ベツ・「ひるぜん大根」「桃太郎トマト」「農協精米コシヒ
カリ」の新米などを販売しました。新たに完成した「蒜山
育ち」ロゴをつけ、さらなるブランド価値の確立を目指し
ます。フードコートでは、キャベツ・白ネギ・「桃太郎
トマト」を使った「蒜山育ち野菜炒め定食」を１１月上旬
まで提供しました。
　JA担当者は「大型直売所のオープンを見据え、県内
外の消費地に食材の魅力を発信する場として高速道路
は打ってつけ。実際に食べて納得して買ってもらえる環
境は、リピーター獲得につながる」と期待を寄せました。

　奈義町・JA・なぎビーフ銘柄推進協
議会などは９月下旬、「アートdeミート
Nagi２０２３」を開きました。奈義町現代美術館を会
場に「なぎビーフ」「おかやま黒豚」を手軽に味わえる丼
を販売したほか、「なぎビーフ」牛串を1,000人に配りま
した。夜には、個性をいかした肉料理などを提供。来
場者が管弦楽団などの生演奏と「なぎビーフ」を楽しみ
ました。
　岡山市から訪れた夫婦は「音楽が好きで来場した。
『なぎビーフ』は初めてだが大変おいしい」と舌鼓を打ち
ました。

「県北の新鮮な野菜を土産にできるので、とてもうれしい」と新鮮な野菜を買い求める来店者

新たな
ロゴ完成！

県のキャラクター「ももっち」が目印のコーン

ブドウを手渡す山部専務（左）

地
域
で
子
ど
も
見
守
り

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
コ
ー
ン
寄
贈

イ
タ
リ
ア
大
使
館
へ
ブ
ド
ウ
と
米

ま
ち
づ
く
り
き
っ
か
け
に

芸
術
を
楽
し
み

「
な
ぎ
ビ
ー
フ
®

」に
舌
鼓

哲多和牛牧場（新見市）が大臣賞
県畜産共進会に和牛４８頭

特別感のある料理を楽しむ来場者

倉庫には玄米３０㎏紙袋をパレット単位で保管し、
電動操作で棚を動かせる。入出庫時にはパレットご
とリフトに積めるため、人力の作業が不要になった

　１０月中旬、JA全農おか
やま総合家畜市場で開かれ
た第７８回岡山県畜産共進
会に当JAから和牛４８頭が
出場し、岡山系統の特色を
アピールしました。グランド
チャンピオンの農林水産大臣
賞に新見市の哲多和牛牧場
の「ひめこしだわ８３（若雌区
の３）」が輝き、中国四国農
政局長賞には石原豊年さん
（真庭市）の「ひめいわ３８８３（経産牛の区）」が続きました。団体優勝は３つ
の区で優等賞首席を獲得した新見市が受賞しました。哲多和牛牧場の谷田
宏社長は「社員一人ひとりの日々の努力が実を結んだ受賞。岡山系統の種雄
牛へのこだわりが評価されたこともうれしい」と話しました。このほか、各区の
優等賞首席は次の通り（敬称略）。

▼若雌区の１＝ごきょう８２１（伍協牧場・奈義町） ▼若雌区の２＝ふみよ１の７
（小川軍紀・新見市） ▼若雌区の４＝かすみ２（有藤剛・新見市） ▼繁殖牛群
区＝５みどり３、５みどり１、第５きよみどり（石賀始・真庭市）

グランドチャンピオンに輝いた「ひめこしだわ８３」

　
Ｊ
Ａ
の
山
部
慎
一
専

務
と
矢
掛
町
の
山
岡
敦

町
長
は
９
月
下
旬
、
駐

日
イ
タ
リ
ア
大
使
館
を

訪
れ
、
矢
掛
町
産
の
ブ

ド
ウ
や
リ
ゾ
ッ
ト
米
を

贈
り
ま
し
た
。

　
矢
掛
町
は
、
イ
タ
リ

ア
発
祥
の
地
域
一
体
を

ホ
テ
ル
と
み
な
す「
ア
ル

ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー
ゾ（
分

散
型
宿
泊
施
設
）」の
ア

ジ
ア
第
1
号
と
し
て
認

定
を
受
け
、Ｊ
Ａ
で
も

同
町
内
で
イ
タ
リ
ア
野

菜
や
リ
ゾ
ッ
ト
米
な
ど

の
栽
培
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　
山
部
専
務
は「
イ
タ

リ
ア
野
菜
の
栽
培
で
矢

掛
町
の
農
業
を
元
気
に

し
、
町
の
魅
力
を
広
め
、

イ
タ
リ
ア
と
の
友
好
関

係
を
深
め
た
い
」と
話

し
ま
す
。

ヤマノイモ「銀沫®」
強い粘り楽しんで

「
銀
沫
」を
選
果
す
る
生
産
者

　特産ヤマノイモ「銀沫」が出荷時期を迎えました。
かつやまのいも生産組合の44戸が約３hａで栽
培し、ブランド化に力を入れています。
　粘りが強く風味豊かで、すり鉢ですりあげると
つきたての餅のような食感になるのが特長。今夏
の高温と日照りでやや小ぶりですが、粘り・風味
など例年通り上質に仕上がりました。綱島孝晴
組合長は「すりおろしてそのまま食べてもおいしい。
とろろめしやお好み焼きなどさまざまな料理に
使ってみて」とＰＲします。

いしはら  とよとし

たにだ

ひろし

い
そ
だ 

け
ん
い
ち

てった

と
し
は
ら
じ
ゅ
ん
い
ち

おがわ ぐんき

ごきょう

ありとうつよし

いしがはじめ

や
ま
べ

や
ま
お
か
あ
つ
し

し
ん
い
ち

で

なぎ

ぎんしぶき

つなしまたかはる
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域
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献
活
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環
で
、
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ど
も
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０
番
の
家
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」に
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力
し
、
管

内
小
学
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62
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に
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５
個
の
黄
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い
セ
ー
フ

テ
ィ
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コ
ー
ン
を
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り
ま
し
た
。

　
コ
ー
ン
は
、
子
ど
も
た
ち
が
犯
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や
困
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こ
と

な
ど
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遭
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に
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家
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に
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置
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地
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て
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す
。

　
地
域
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ヵ
所
に
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を
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小
学
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、
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く
な
っ
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16
個
を
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児
童
は

「
困
っ
た
と
き
に
頼
り
た
い
」と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　
吉
備
中
央
町
の
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ロ
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ル

サ
ー
ビ
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び
ほ
く
は
、
県
の
産

業
廃
棄
物
処
理
税
を
活
用
し

た
事
業
で
ロ
ー
ル
ベ
ー
ラ
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を

導
入
し
、
稲
ワ
ラ
の
収
集
・
供

給
の
拡
大
に
乗
り
出
し
ま
し

た
。
２
０
２
５
年
度
に
は
、
現

在
の
２
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以
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と
な
る
15
㌶
に

ま
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集
積
面
積
の
拡
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を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
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発
酵
粗
飼
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・

麦
ワ
ラ
・
牧
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で
集
積
面
積
は

50
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と
な
り
、
稲
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積
拡
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事
業
拡
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の
大
き

な
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か
り
と
な
り
ま
す
。

　
肥
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農
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か
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か

に
県
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ほ
う
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の
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が
い
い
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。
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も
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す
。
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の
米
ど
こ
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新
見
市
に
１
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管
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米
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、
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働
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で
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を
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と
鮮
度
を
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で
、
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上
さ
せ
ま
し
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に
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や
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の
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、
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た
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し
、
良
質
米
を
安
定
し
て
届
け
ま
す
。

　
格
納
作
業
が
１
日
当
た
り
４
時
間
短
縮
で
き
た
ほ
か
、

出
荷
時
に
２
時
間
か
か
っ
て
い
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
積

み
込
み
が
30
分
で
済
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
作
業
の

安
全
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
磯
田
健
一
常
務
は「
倉
庫
の
再
編
整
備
と
保

管
機
能
の
向
上
に
よ
り
生
産
者
・
消
費
者
・
流
通
業

者
そ
れ
ぞ
れ
に
喜
ば
れ
る
運
営
に
努
め
、
事
業
収
支
の

改
善
を
図
り
た
い
」と
展
望
し
ま
す
。

玄
米
低
温
倉
庫
を
新
設

品
質
保
ち
作
業
効
率
向
上

自
己
改
革
実
践
中
！

取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

晴ればれ晴ればれ
TOPICSTOPICS

地域の情
報をお届け！

SDGs
SDGs

SDGs

JAはSDGsの達成に向けて取り組んでいきます

導入したロールベーラーで
さらなる事業拡大を見込む歳原代表

蒜山野菜を高速輸送
サービスエリアでＰＲ

飼
料
も
地
産
地
消
を

県
産
稲
わ
ら
利
活
用
拡
大

　JAは、直行便事業と高速道路を有効活用して、最
短時間で朝採れの新鮮な蒜山高原産食材を県南大消
費地へ運ぶ「高速輸送」に着手しました。
　山陽自動車道吉備サービスエリア下りで店舗営業を
展開する岡山ルートサービス㈱とタイアップ。１０月中旬
の３日間、店頭特設テントで、旬を迎えた白ネギ・キャ
ベツ・「ひるぜん大根」「桃太郎トマト」「農協精米コシヒ
カリ」の新米などを販売しました。新たに完成した「蒜山
育ち」ロゴをつけ、さらなるブランド価値の確立を目指し
ます。フードコートでは、キャベツ・白ネギ・「桃太郎
トマト」を使った「蒜山育ち野菜炒め定食」を１１月上旬
まで提供しました。
　JA担当者は「大型直売所のオープンを見据え、県内
外の消費地に食材の魅力を発信する場として高速道路
は打ってつけ。実際に食べて納得して買ってもらえる環
境は、リピーター獲得につながる」と期待を寄せました。

　奈義町・JA・なぎビーフ銘柄推進協
議会などは９月下旬、「アートdeミート
Nagi２０２３」を開きました。奈義町現代美術館を会
場に「なぎビーフ」「おかやま黒豚」を手軽に味わえる丼
を販売したほか、「なぎビーフ」牛串を1,000人に配りま
した。夜には、個性をいかした肉料理などを提供。来
場者が管弦楽団などの生演奏と「なぎビーフ」を楽しみ
ました。
　岡山市から訪れた夫婦は「音楽が好きで来場した。
『なぎビーフ』は初めてだが大変おいしい」と舌鼓を打ち
ました。

「県北の新鮮な野菜を土産にできるので、とてもうれしい」と新鮮な野菜を買い求める来店者

新たな
ロゴ完成！

県のキャラクター「ももっち」が目印のコーン

ブドウを手渡す山部専務（左）

地
域
で
子
ど
も
見
守
り

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
コ
ー
ン
寄
贈

イ
タ
リ
ア
大
使
館
へ
ブ
ド
ウ
と
米

ま
ち
づ
く
り
き
っ
か
け
に

芸
術
を
楽
し
み

「
な
ぎ
ビ
ー
フ
®

」に
舌
鼓

哲多和牛牧場（新見市）が大臣賞
県畜産共進会に和牛４８頭

特別感のある料理を楽しむ来場者

倉庫には玄米３０㎏紙袋をパレット単位で保管し、
電動操作で棚を動かせる。入出庫時にはパレットご
とリフトに積めるため、人力の作業が不要になった

　１０月中旬、JA全農おか
やま総合家畜市場で開かれ
た第７８回岡山県畜産共進
会に当JAから和牛４８頭が
出場し、岡山系統の特色を
アピールしました。グランド
チャンピオンの農林水産大臣
賞に新見市の哲多和牛牧場
の「ひめこしだわ８３（若雌区
の３）」が輝き、中国四国農
政局長賞には石原豊年さん
（真庭市）の「ひめいわ３８８３（経産牛の区）」が続きました。団体優勝は３つ
の区で優等賞首席を獲得した新見市が受賞しました。哲多和牛牧場の谷田
宏社長は「社員一人ひとりの日々の努力が実を結んだ受賞。岡山系統の種雄
牛へのこだわりが評価されたこともうれしい」と話しました。このほか、各区の
優等賞首席は次の通り（敬称略）。

▼若雌区の１＝ごきょう８２１（伍協牧場・奈義町） ▼若雌区の２＝ふみよ１の７
（小川軍紀・新見市） ▼若雌区の４＝かすみ２（有藤剛・新見市） ▼繁殖牛群
区＝５みどり３、５みどり１、第５きよみどり（石賀始・真庭市）

グランドチャンピオンに輝いた「ひめこしだわ８３」

　
Ｊ
Ａ
の
山
部
慎
一
専

務
と
矢
掛
町
の
山
岡
敦

町
長
は
９
月
下
旬
、
駐

日
イ
タ
リ
ア
大
使
館
を

訪
れ
、
矢
掛
町
産
の
ブ

ド
ウ
や
リ
ゾ
ッ
ト
米
を

贈
り
ま
し
た
。

　
矢
掛
町
は
、
イ
タ
リ

ア
発
祥
の
地
域
一
体
を

ホ
テ
ル
と
み
な
す「
ア
ル

ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー
ゾ（
分

散
型
宿
泊
施
設
）」の
ア

ジ
ア
第
1
号
と
し
て
認

定
を
受
け
、Ｊ
Ａ
で
も

同
町
内
で
イ
タ
リ
ア
野

菜
や
リ
ゾ
ッ
ト
米
な
ど

の
栽
培
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　
山
部
専
務
は「
イ
タ

リ
ア
野
菜
の
栽
培
で
矢

掛
町
の
農
業
を
元
気
に

し
、
町
の
魅
力
を
広
め
、

イ
タ
リ
ア
と
の
友
好
関

係
を
深
め
た
い
」と
話

し
ま
す
。

ヤマノイモ「銀沫®」
強い粘り楽しんで

「
銀
沫
」を
選
果
す
る
生
産
者

　特産ヤマノイモ「銀沫」が出荷時期を迎えました。
かつやまのいも生産組合の44戸が約３hａで栽
培し、ブランド化に力を入れています。
　粘りが強く風味豊かで、すり鉢ですりあげると
つきたての餅のような食感になるのが特長。今夏
の高温と日照りでやや小ぶりですが、粘り・風味
など例年通り上質に仕上がりました。綱島孝晴
組合長は「すりおろしてそのまま食べてもおいしい。
とろろめしやお好み焼きなどさまざまな料理に
使ってみて」とＰＲします。

いしはら  とよとし

たにだ

ひろし

い
そ
だ 

け
ん
い
ち

てった

と
し
は
ら
じ
ゅ
ん
い
ち

おがわ ぐんき

ごきょう

ありとうつよし

いしがはじめ

や
ま
べ

や
ま
お
か
あ
つ
し

し
ん
い
ち

で

なぎ

ぎんしぶき

つなしまたかはる
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　新見女性部がおこわや餅を手づくりして
郷土の食文化を伝えたほか、「千屋牛®」の
串焼きや精肉、「にいみ源流米」のおむす
びや巻き寿司・ピオーネスムージー・新鮮
野菜など特産品と秋の味覚が並びました。
　「カルストだいこん」やゴボウ、マツタケも

お目見え。「千屋牛」が２００人に当たるく
じ引きで盛り上がり、大人から子どもまで
幅広い世代が地産地消を楽しみました。
びほくフレッシュミズ「ママン」も出店し、手
づくりスイーツで子育て世代との交流を広
げました。来場者は「お腹も心も大満足。
農家に感謝したい」と話しました。

　赤磐市赤坂地区で１０月中旬、
酒造好適米「雄町」の検査が始
まりました。「雄町」は、醸造す
るとふくよかで濃厚な味わいで、
「『雄町』を使った日本酒が好き
な人」という意味の「オマチスト」
という言葉が生まれるほど人気
の品種です。
　今年度は高温や少雨のため水
管理に苦戦した年でしたが、出
穂後の晴天で順調に生育。上
位等級の良質な「雄町」が集まり
ました。

　赤坂特産雄町米研究会は全
国の生産者・酒造・販売店・消費
者など多方面の意見交換を積極
的に取り組むなど栽培技術の向
上を図っています。
　藤原一章会長は「『オマチスト』
の方々の話を聞く機会もあり、
技術だけでなく栽培意欲の向上
にもつながっている」と話します。

　
津
山
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
の
出

荷
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

県
内
有
数
の
産
地
と
し
て
33
戸
が

約
9.3
㌶
で
栽
培
。
夏
場
に
植
え
た

苗
が
高
温
や
日
照
り
で
枯
れ
た
り
、

花
蕾
の
形
成
が
乱
れ
た
り
す
る
な

ど
、生
育
に
一
部
影
響
が
出
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
10
月
に
入
っ
て
か
ら
の

好
天
で
回
復
の
兆
し
が
見
え
、
来

年
３
月
末
ま
で
岡
山
市
場
に
30
㌧

の
出
荷
を
見
込
み
ま
す
。
水
田
転

作
や
麦
の
裏
作
で
取
り
組
む
農
家

が
多
く
、
植
え
た
後
の
作
業
が
少

な
い
点
を
い
か
し
、
１
戸
あ
た
り

の
生
産
規
模
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
U
タ
ー
ン
し
て
約
20
㌃
を
手
掛

け
る
部
会
長
の
髙
畑
信
哉
さ
ん

（
40
）は
、
シ
ー
ズ
ン
２
年
目
。
畝

間
か
ん
水
に
努
め
る
な

ど
最
善
を
尽
く
し
、「
気

象
変
化
が
大
き
く
作
り

に
く
か
っ
た
が
、
心
配
し

て
い
た
ほ
ど
で
な
く
上
々

の
出
来
」と
10
月
25
日
の

出
荷
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

地産地消っていいね
新見で収穫感謝祭

　
マ
コ
モ
タ
ケ
の
天
ぷ
ら
や
弁
当
な
ど
の
総
菜
を
販
売
し
ま
し
た
。

マ
コ
モ
タ
ケ
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
も
人
気
で
、
マ
コ
モ
タ
ケ
を
存
分
に

味
わ
い
尽
く
す
イ
ベ
ン
ト
に
、来
場
者
は「
旬
の
味
覚
を
楽
し
み
た
い
」

と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。
岡
山
西
女
性
部
里
庄
支
部
の
手
づ
く
り

み
そ
や
加
工
品
も
好
評
で
し
た
。

　
幼
児
ら
に
交
通
安
全
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
楽
し
く
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、
倉

敷
か
さ
や
・
岡
山
西
・
津
山
の
３
地
区
で

「
J
A
共
済
ア
ン
パ
ン
マ
ン
交
通
安
全
キ
ャ

ラ
バ
ン
」を
催
し
ま
し
た
。
未
就
学
園
児
を

中
心
に
約
３
３
０
０
人
の
親
子
が
歌
や
踊

り
を
通
じ
て
横
断
歩
道
の
正
し
い
渡
り
方

や
信
号
の
ル
ー
ル

な
ど
を
学
び
ま
し

た
。
参
加
し
た
母

親
は「
子
ど
も
が

楽
し
め
、
交
通
安

全
を
願
う
J
A
の

取
り
組
み
に
親
し

み
が
持
て
た
」と
笑

顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　JAとJAバンク岡山は９月下旬から、
県内小学校の主に５年生を対象に「お金
のキホン」をテーマにした金融教育を
行っています。
　矢掛町立小田小学校では児童がグ
ループに分かれ、お金について話し合い
ました。お年玉をどう使うかという問いに
「全部を使うのではなく、その中から買う
ものと残すものをふりわける」など具体的
な意見を出し合いました。

～仲間とともに未来をひらく～

SDGs
　青壮年部のメンバーは、生産品目が
違っても自然と気が合う仲間たちです。
たまに会って話ができるだけでもいろい
ろな考え方、やり方などに触れられます。
自身のブドウ経営を奮い立たせられるだ
けでなく、活動を通じて「農業と地域を
よくしたい」との想いも強くなりました。
　仲間とはハロウィンカボチャの栽培

や直売所での餅つきな
どを通じてつながりを育

んでいます。恒例のゴルフコンペは地
域や世代を問わず広く交流できる楽し
みのひとつです。Iターンで新規就農し
た人にも積極的に声を掛け、この土
地の暮らしに早く慣れてもらえるよう相
談にのったり、話を聞いたり、よりどこ
ろに感じてもらえる青壮年部を展望して
います。

　昨年３月に東京から家族で久米南町に移住し、５種類の
ブドウを栽培しています。「一度きりの人生。これまでと違う
ことがしてみたい」と移住を決意。視察で訪れた際に食べた
岡山の「シャインマスカット」の味に衝撃を受け、ブドウ栽培
を始めました。
　先輩農家が「新しく植えたブドウが収穫できるまでの収入
源に」と貸してくれた約２０aのほ場で、この秋初めての収
穫を迎えました。栽培の指導だけでなく住まいや生活、土
地の開墾などありとあらゆることで地域の方のお世話になっ
ています。将来的には約１haまで園地を広げ、地域の方
とも仲良く元気に、笑って楽しく暮らしていくのが目標です。ここから

簡単アクセス！

津
山
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
出
荷

こ
ん
も
り
丸
く
緑
濃
く

仲間と一緒にハロウィン
カボチャを収穫した吉岡
さん（前列右）

家族で久米南町の暮らしを
楽しんでいます

Vol.20

休日の
１コマ

誌面でご紹介できなかった最新トピックスは
ホームページ でも紹介しています！

阿新青壮年部

吉岡 勝美さん

小
学
校
で
金
融
教
育

上
手
に
使
う
・
貯
め
る
に
は

久米南ぶどう部会

佐藤 幸孝さん（49）
　　 由美さん（46）

店舗前の特設テントでは農産資材を特価で販売

倉敷に資材専門店オープン
旧店舗の1.4倍広く

　
倉
敷
市
連
島
町
に
農
業
資
材

専
門
店「
晴
れ
ば
れ
倉
敷
店
」が

10
月
11
日
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
肥
料・農
薬・園

芸
資
材・種
子・作
業
用
衣
料
品

な
ど
幅
広
い
品
目
を
取
り
扱
い

ま
す
。

　
倉
敷
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
の
生
産

資
材
店
舗
の
老
朽
化
に
よ
る
建

て
替
え
に
合
わ
せ
、
倉
敷
地
区

の
購
買
店
舗
の
統
合
を
見
据
え

整
備
。
売
り
場
面
積
を
旧
店
舗

の
約
1.4
倍
に
広
げ
ま
し
た
。
来

店
者
は
、「
店
舗
が
広
く
、
品

ぞ
ろ
え
も
豊
富
に
な
り
利
用
し

や
す
く
な
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

交
通
ル
ー
ル
楽
し
く
学
ぶ

親
子
３
３
０
０
人
参
加

イベント後の握手会でアンパンマンたちとふれあう幼児

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
登
場
で

歓
声
が
上
が
る
会
場

意見を出しあう児童

「雄町」品質よく
交流で生産に弾み

酒米に重要な心白の有無、
粒の割れなどを検査

特
産
品
か
ら
フ
リ
マ
ま
で

倉
敷
地
区
農
協
ま
つ
り

「カルストだいこん」を買い求める来場者

ひ
と
き
わ
目
を
引
く
地
元
特
産「
連
島
れ
ん
こ
ん
」

や「
連
島
ご
ぼ
う
」お

か
ず
に
ス
イ
ー
ツ
に

里
庄
直
売
所
で
マ
コ
モ
収
穫
祭

　地元特産「連島れんこん」「連島ごぼう」のほか、「ひ
るぜん大根」やレタスなどが来場者に人気でした。女
性部の倉敷地区は、つきたての白餅・あん餅、連島
地区は、バラ寿司・巻き寿司などを販売。「おかやま
和牛肉」が当たる抽選会も好評でした。ライフプランセ
ンター倉敷主催の「親子フリマ」もにぎわいました。売り場を彩るマコモタケ

収穫期を迎えたブロッコリー

さとう ゆきたか

ゆみ

よしおか かつみ

ふじわら

た
か
は
た
し
ん
や

かずあき

おまち
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　新見女性部がおこわや餅を手づくりして
郷土の食文化を伝えたほか、「千屋牛®」の
串焼きや精肉、「にいみ源流米」のおむす
びや巻き寿司・ピオーネスムージー・新鮮
野菜など特産品と秋の味覚が並びました。
　「カルストだいこん」やゴボウ、マツタケも

お目見え。「千屋牛」が２００人に当たるく
じ引きで盛り上がり、大人から子どもまで
幅広い世代が地産地消を楽しみました。
びほくフレッシュミズ「ママン」も出店し、手
づくりスイーツで子育て世代との交流を広
げました。来場者は「お腹も心も大満足。
農家に感謝したい」と話しました。

　赤磐市赤坂地区で１０月中旬、
酒造好適米「雄町」の検査が始
まりました。「雄町」は、醸造す
るとふくよかで濃厚な味わいで、
「『雄町』を使った日本酒が好き
な人」という意味の「オマチスト」
という言葉が生まれるほど人気
の品種です。
　今年度は高温や少雨のため水
管理に苦戦した年でしたが、出
穂後の晴天で順調に生育。上
位等級の良質な「雄町」が集まり
ました。

　赤坂特産雄町米研究会は全
国の生産者・酒造・販売店・消費
者など多方面の意見交換を積極
的に取り組むなど栽培技術の向
上を図っています。
　藤原一章会長は「『オマチスト』
の方々の話を聞く機会もあり、
技術だけでなく栽培意欲の向上
にもつながっている」と話します。

　
津
山
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
の
出

荷
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

県
内
有
数
の
産
地
と
し
て
33
戸
が

約
9.3
㌶
で
栽
培
。
夏
場
に
植
え
た

苗
が
高
温
や
日
照
り
で
枯
れ
た
り
、

花
蕾
の
形
成
が
乱
れ
た
り
す
る
な

ど
、生
育
に
一
部
影
響
が
出
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
10
月
に
入
っ
て
か
ら
の

好
天
で
回
復
の
兆
し
が
見
え
、
来

年
３
月
末
ま
で
岡
山
市
場
に
30
㌧

の
出
荷
を
見
込
み
ま
す
。
水
田
転

作
や
麦
の
裏
作
で
取
り
組
む
農
家

が
多
く
、
植
え
た
後
の
作
業
が
少

な
い
点
を
い
か
し
、
１
戸
あ
た
り

の
生
産
規
模
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
U
タ
ー
ン
し
て
約
20
㌃
を
手
掛

け
る
部
会
長
の
髙
畑
信
哉
さ
ん

（
40
）は
、
シ
ー
ズ
ン
２
年
目
。
畝

間
か
ん
水
に
努
め
る
な

ど
最
善
を
尽
く
し
、「
気

象
変
化
が
大
き
く
作
り

に
く
か
っ
た
が
、
心
配
し

て
い
た
ほ
ど
で
な
く
上
々

の
出
来
」と
10
月
25
日
の

出
荷
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

地産地消っていいね
新見で収穫感謝祭

　
マ
コ
モ
タ
ケ
の
天
ぷ
ら
や
弁
当
な
ど
の
総
菜
を
販
売
し
ま
し
た
。

マ
コ
モ
タ
ケ
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
も
人
気
で
、
マ
コ
モ
タ
ケ
を
存
分
に

味
わ
い
尽
く
す
イ
ベ
ン
ト
に
、来
場
者
は「
旬
の
味
覚
を
楽
し
み
た
い
」

と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。
岡
山
西
女
性
部
里
庄
支
部
の
手
づ
く
り

み
そ
や
加
工
品
も
好
評
で
し
た
。

　
幼
児
ら
に
交
通
安
全
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
楽
し
く
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、
倉

敷
か
さ
や
・
岡
山
西
・
津
山
の
３
地
区
で

「
J
A
共
済
ア
ン
パ
ン
マ
ン
交
通
安
全
キ
ャ

ラ
バ
ン
」を
催
し
ま
し
た
。
未
就
学
園
児
を

中
心
に
約
３
３
０
０
人
の
親
子
が
歌
や
踊

り
を
通
じ
て
横
断
歩
道
の
正
し
い
渡
り
方

や
信
号
の
ル
ー
ル

な
ど
を
学
び
ま
し

た
。
参
加
し
た
母

親
は「
子
ど
も
が

楽
し
め
、
交
通
安

全
を
願
う
J
A
の

取
り
組
み
に
親
し

み
が
持
て
た
」と
笑

顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　JAとJAバンク岡山は９月下旬から、
県内小学校の主に５年生を対象に「お金
のキホン」をテーマにした金融教育を
行っています。
　矢掛町立小田小学校では児童がグ
ループに分かれ、お金について話し合い
ました。お年玉をどう使うかという問いに
「全部を使うのではなく、その中から買う
ものと残すものをふりわける」など具体的
な意見を出し合いました。

～仲間とともに未来をひらく～

SDGs
　青壮年部のメンバーは、生産品目が
違っても自然と気が合う仲間たちです。
たまに会って話ができるだけでもいろい
ろな考え方、やり方などに触れられます。
自身のブドウ経営を奮い立たせられるだ
けでなく、活動を通じて「農業と地域を
よくしたい」との想いも強くなりました。
　仲間とはハロウィンカボチャの栽培

や直売所での餅つきな
どを通じてつながりを育

んでいます。恒例のゴルフコンペは地
域や世代を問わず広く交流できる楽し
みのひとつです。Iターンで新規就農し
た人にも積極的に声を掛け、この土
地の暮らしに早く慣れてもらえるよう相
談にのったり、話を聞いたり、よりどこ
ろに感じてもらえる青壮年部を展望して
います。

　昨年３月に東京から家族で久米南町に移住し、５種類の
ブドウを栽培しています。「一度きりの人生。これまでと違う
ことがしてみたい」と移住を決意。視察で訪れた際に食べた
岡山の「シャインマスカット」の味に衝撃を受け、ブドウ栽培
を始めました。
　先輩農家が「新しく植えたブドウが収穫できるまでの収入
源に」と貸してくれた約２０aのほ場で、この秋初めての収
穫を迎えました。栽培の指導だけでなく住まいや生活、土
地の開墾などありとあらゆることで地域の方のお世話になっ
ています。将来的には約１haまで園地を広げ、地域の方
とも仲良く元気に、笑って楽しく暮らしていくのが目標です。ここから

簡単アクセス！

津
山
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
出
荷

こ
ん
も
り
丸
く
緑
濃
く

仲間と一緒にハロウィン
カボチャを収穫した吉岡
さん（前列右）

家族で久米南町の暮らしを
楽しんでいます

Vol.20

休日の
１コマ

誌面でご紹介できなかった最新トピックスは
ホームページ でも紹介しています！

阿新青壮年部

吉岡 勝美さん

小
学
校
で
金
融
教
育

上
手
に
使
う
・
貯
め
る
に
は

久米南ぶどう部会

佐藤 幸孝さん（49）
　　 由美さん（46）

店舗前の特設テントでは農産資材を特価で販売

倉敷に資材専門店オープン
旧店舗の1.4倍広く

　
倉
敷
市
連
島
町
に
農
業
資
材

専
門
店「
晴
れ
ば
れ
倉
敷
店
」が

10
月
11
日
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
肥
料・農
薬・園

芸
資
材・種
子・作
業
用
衣
料
品

な
ど
幅
広
い
品
目
を
取
り
扱
い

ま
す
。

　
倉
敷
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
の
生
産

資
材
店
舗
の
老
朽
化
に
よ
る
建

て
替
え
に
合
わ
せ
、
倉
敷
地
区

の
購
買
店
舗
の
統
合
を
見
据
え

整
備
。
売
り
場
面
積
を
旧
店
舗

の
約
1.4
倍
に
広
げ
ま
し
た
。
来

店
者
は
、「
店
舗
が
広
く
、
品

ぞ
ろ
え
も
豊
富
に
な
り
利
用
し

や
す
く
な
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

交
通
ル
ー
ル
楽
し
く
学
ぶ

親
子
３
３
０
０
人
参
加

イベント後の握手会でアンパンマンたちとふれあう幼児

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
登
場
で

歓
声
が
上
が
る
会
場

意見を出しあう児童

「雄町」品質よく
交流で生産に弾み

酒米に重要な心白の有無、
粒の割れなどを検査

特
産
品
か
ら
フ
リ
マ
ま
で

倉
敷
地
区
農
協
ま
つ
り

「カルストだいこん」を買い求める来場者

ひ
と
き
わ
目
を
引
く
地
元
特
産「
連
島
れ
ん
こ
ん
」

や「
連
島
ご
ぼ
う
」お

か
ず
に
ス
イ
ー
ツ
に

里
庄
直
売
所
で
マ
コ
モ
収
穫
祭

　地元特産「連島れんこん」「連島ごぼう」のほか、「ひ
るぜん大根」やレタスなどが来場者に人気でした。女
性部の倉敷地区は、つきたての白餅・あん餅、連島
地区は、バラ寿司・巻き寿司などを販売。「おかやま
和牛肉」が当たる抽選会も好評でした。ライフプランセ
ンター倉敷主催の「親子フリマ」もにぎわいました。売り場を彩るマコモタケ

収穫期を迎えたブロッコリー

さとう ゆきたか

ゆみ

よしおか かつみ

ふじわら

た
か
は
た
し
ん
や

かずあき

おまち

17 HAREBARE



地域 を 元気に！

農業や食って

こんなにお
もしろい！

！

あ
ぜみ
ち
川
柳天晴
れ

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、
家
庭
菜
園
や
直
売

所
の
楽
し
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
農
の
風
景
な
ど
。

テ
ー
マ

作
品
（
楷
書
で
漢
字
に
ふ
り
仮
名
を
）・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
を
記
載
の
上
、
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
匿
名
希
望
の
な

い
場
合
は
本
名
を
掲
載
し
ま
す
。
本
誌
23
ペ
ー
ジ
「
み

ん
な
の
広
場
」
の
応
募
方
法
を
ご
確
認
の
上
、Ｊ
Ａ
晴

れ
の
国
岡
山
企
画
課
「
晴
れ
ば
れ
」
係
宛
に
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。
誌
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を
掲
載
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法

JAの食農体験や出前 授業、料理教室などで  
感じたこと、学んだ ことなどを聞きました。

最
高
の 

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
で
す 

山
紅
葉

今
津
　
茂 

さ
ん

猛
暑
に
も
　
負
け
ず
季
節
の
　
贈
り
物

み
っ
ち
ゃ
ん

あ
れ
こ
れ
と 

植
え
て
は
み
て
も 

実
は
つ
か
ず

こ
な
ち
ゃ
ん

他
人
事
　
油
断
し
て
た
ら
　
詐
欺
に
あ
い

か
お
る
ん 

さ
ん

た
ま
ね
ぎ
の 

苗
を
買
う
か
と 

迷
う
み
ち

ヒ
ミ
コ 

さ
ん

秋
に
な
り
　
や
っ
と
で
き
た
ぞ
　
夏
野
菜

ベ
ー
コ
ン 

さ
ん

新
藁
で
　
お
飾
り
作
る
　
年
の
暮
れ

加
藤
　
紀
久
恵 

さ
ん

准組合員参加企画

お金の役割を
学んだよ！

新見市立
新見中央認定こども園

小さかった苗が僕の背丈
ほどの高さになったよ！

お皿や茶わんなど思い思
いの形に仕上げました。焼
きあがるのが楽しみです

上手に鎌が
使えたよ！

サツマイモと落花生
たくさん収穫したよ！春に植えたサツマイモを

親子で収穫しました!

アートdeミートNagi2023（奈義町）

「なぎビーフ®」のハンバーガー
おいしかったよ！真庭女性部フレッシュミズ部会

真庭女性部フレッシュミズ部会

笠岡認定こども園すみれ組

新見市立新見保育所

勝英女性部フレッシュミズ部会

勝央町立勝間田小学校

びほく女性部成羽支部
杵つき餅を販売

高梁市立成羽小学校
お金の出前授業

岡山東女性部山陽支部
陶芸教室

真庭市立八束小学校
蒜山野菜を学ぶ出前教室

親子キッズクラブ
岡山西女性部くらしき東ブロック

鏡野町立芳野こども園

つやま青壮年部のお兄さんとタライ
に植えた稲を収穫したよ！

秋祭りで福祉施
設などと協力し
て、お餅をつきま
した！

特産黒大豆「作
州黒®」の枝豆
の勉強で畑に
やってきたよ！

サクッともっちり米粉
のおやつを作ったよ！

　秋
も
深
ま
り
、
ま
す
ま
す

食
べ
物
が
お
い
し
く
な
る
季
節
。

こ
こ
で
着
目
す
る
の
は
、
日

本
人
の
主
食
で
あ
る「
お
米
」。
ま
さ
に
今
は

新
米
の
時
期
で
あ
り
、
炊
き
立
て
の
ピ
カ
ピ

カ
の
新
米
の
味
は
最
高
で
す
。

　そ
ん
な
お
米
は
、
資
源
を
無
駄
に
し
な
い

優
秀
な
農
産
物
。
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
な

る
だ
け
で
は
な
く
、
ワ
ラ
・
ぬ
か
・
も
み
殻

ま
で
も
利
活
用
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
人

が
お
米
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
証
で
も
あ
り

ま
す
。

●
ぬ
か
…
ぬ
か
漬
け
・
米
油（
ぬ
か
か
ら
抽

出
）・
イ
ン
ク
・
化
粧
品
・
石
鹸
・
酵
素

風
呂（
ぬ
か
と
木
く
ず
を
混
ぜ
て
発
酵
さ

せ
た
も
の
）

●
ワ
ラ
…
カ
ツ
オ
の
た
た
き
用
の
焼
き
ワ
ラ
・

園
芸
用
の
敷
き
ワ
ラ
・
し
め
縄
・
相
撲
の

土
俵
・
肥
料

●
も
み
殻
…
緩
衝
材
・
も
み
殻
燻
炭（
燃
料
）

●
規
格
外
の
玄
米（
未
熟
米
な
ど
）…
米
菓

や
酒
の
原
料

　代
表
的
な
事
例
を
列
挙
し
て
も
こ
れ
だ
け

あ
り
ま
す
。
主
食
と
し
て
だ
け
で
な
く
資
源

と
し
て
の
活
用
法
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

日
々
の
生
活
で
利
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を

探
し
て
み
る
の
も
、
秋
の
実
り
を
楽
し
む
ひ

と
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
米
か
ら
は
ご
み
が
出
な
い
！

たわわに実った稲穂

僕たちの自慢だよ！
食べるの楽しみ！おいしいお芋を育ててくれて

ありがとうございました！

枝豆と煮豆を味比べしたよ！

収　穫

鏡野町立かがみの中央こども園

稲刈り

見て見て！豊作だよ！

勝
山
子
育
て
広
場「
や
ま
っ
こ
」の

親
子
も
参
加
し
て
お
や
つ
づ
く
り

勝山子育て広場「やまっこ」の
親子と一緒にサツマイモを収穫

なぎ
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地域 を 元気に！

農業や食って

こんなにお
もしろい！

！

あ
ぜみ
ち
川
柳天晴
れ

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、
家
庭
菜
園
や
直
売

所
の
楽
し
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
農
の
風
景
な
ど
。

テ
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（
楷
書
で
漢
字
に
ふ
り
仮
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を
）・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
を
記
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の
上
、
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
匿
名
希
望
の
な

い
場
合
は
本
名
を
掲
載
し
ま
す
。
本
誌
23
ペ
ー
ジ
「
み

ん
な
の
広
場
」
の
応
募
方
法
を
ご
確
認
の
上
、Ｊ
Ａ
晴

れ
の
国
岡
山
企
画
課
「
晴
れ
ば
れ
」
係
宛
に
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。
誌
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を
掲
載
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法

JAの食農体験や出前 授業、料理教室などで  
感じたこと、学んだ ことなどを聞きました。

最
高
の 

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
で
す 

山
紅
葉

今
津
　
茂 

さ
ん

猛
暑
に
も
　
負
け
ず
季
節
の
　
贈
り
物

み
っ
ち
ゃ
ん

あ
れ
こ
れ
と 

植
え
て
は
み
て
も 

実
は
つ
か
ず

こ
な
ち
ゃ
ん

他
人
事
　
油
断
し
て
た
ら
　
詐
欺
に
あ
い

か
お
る
ん 

さ
ん

た
ま
ね
ぎ
の 

苗
を
買
う
か
と 

迷
う
み
ち

ヒ
ミ
コ 

さ
ん

秋
に
な
り
　
や
っ
と
で
き
た
ぞ
　
夏
野
菜

ベ
ー
コ
ン 

さ
ん

新
藁
で
　
お
飾
り
作
る
　
年
の
暮
れ

加
藤
　
紀
久
恵 

さ
ん

准組合員参加企画

お金の役割を
学んだよ！

新見市立
新見中央認定こども園

小さかった苗が僕の背丈
ほどの高さになったよ！

お皿や茶わんなど思い思
いの形に仕上げました。焼
きあがるのが楽しみです

上手に鎌が
使えたよ！

サツマイモと落花生
たくさん収穫したよ！春に植えたサツマイモを

親子で収穫しました!

アートdeミートNagi2023（奈義町）

「なぎビーフ®」のハンバーガー
おいしかったよ！真庭女性部フレッシュミズ部会

真庭女性部フレッシュミズ部会

笠岡認定こども園すみれ組

新見市立新見保育所

勝英女性部フレッシュミズ部会

勝央町立勝間田小学校

びほく女性部成羽支部
杵つき餅を販売

高梁市立成羽小学校
お金の出前授業

岡山東女性部山陽支部
陶芸教室

真庭市立八束小学校
蒜山野菜を学ぶ出前教室

親子キッズクラブ
岡山西女性部くらしき東ブロック

鏡野町立芳野こども園

つやま青壮年部のお兄さんとタライ
に植えた稲を収穫したよ！

秋祭りで福祉施
設などと協力し
て、お餅をつきま
した！

特産黒大豆「作
州黒®」の枝豆
の勉強で畑に
やってきたよ！

サクッともっちり米粉
のおやつを作ったよ！

　秋
も
深
ま
り
、
ま
す
ま
す

食
べ
物
が
お
い
し
く
な
る
季
節
。

こ
こ
で
着
目
す
る
の
は
、
日

本
人
の
主
食
で
あ
る「
お
米
」。
ま
さ
に
今
は

新
米
の
時
期
で
あ
り
、
炊
き
立
て
の
ピ
カ
ピ

カ
の
新
米
の
味
は
最
高
で
す
。

　そ
ん
な
お
米
は
、
資
源
を
無
駄
に
し
な
い

優
秀
な
農
産
物
。
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
な

る
だ
け
で
は
な
く
、
ワ
ラ
・
ぬ
か
・
も
み
殻

ま
で
も
利
活
用
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
人

が
お
米
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
証
で
も
あ
り

ま
す
。

●
ぬ
か
…
ぬ
か
漬
け
・
米
油（
ぬ
か
か
ら
抽

出
）・
イ
ン
ク
・
化
粧
品
・
石
鹸
・
酵
素

風
呂（
ぬ
か
と
木
く
ず
を
混
ぜ
て
発
酵
さ

せ
た
も
の
）

●
ワ
ラ
…
カ
ツ
オ
の
た
た
き
用
の
焼
き
ワ
ラ
・

園
芸
用
の
敷
き
ワ
ラ
・
し
め
縄
・
相
撲
の

土
俵
・
肥
料

●
も
み
殻
…
緩
衝
材
・
も
み
殻
燻
炭（
燃
料
）

●
規
格
外
の
玄
米（
未
熟
米
な
ど
）…
米
菓

や
酒
の
原
料

　代
表
的
な
事
例
を
列
挙
し
て
も
こ
れ
だ
け

あ
り
ま
す
。
主
食
と
し
て
だ
け
で
な
く
資
源

と
し
て
の
活
用
法
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

日
々
の
生
活
で
利
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を

探
し
て
み
る
の
も
、
秋
の
実
り
を
楽
し
む
ひ

と
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
米
か
ら
は
ご
み
が
出
な
い
！

たわわに実った稲穂

僕たちの自慢だよ！
食べるの楽しみ！おいしいお芋を育ててくれて

ありがとうございました！

枝豆と煮豆を味比べしたよ！

収　穫

鏡野町立かがみの中央こども園

稲刈り

見て見て！豊作だよ！

勝
山
子
育
て
広
場「
や
ま
っ
こ
」の

親
子
も
参
加
し
て
お
や
つ
づ
く
り

勝山子育て広場「やまっこ」の
親子と一緒にサツマイモを収穫

なぎ
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推
進

部が

お
届

け
目からウ

ロコ！

くらしのお得情報
A

　
令
和
５
年
度
10
月
期
理
事
会
を
10
月
30

日
に
開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：「
マ
ネ
ー
・
ロ
ー

ン
ダ
リ
ン
グ
等
及
び
反
社
会
的
勢
力
等
へ
の

対
応
に
関
す
る
基
本
方
針
」及
び「
マ
ネ
ー
・

ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
等
へ
の
対
応
に
関
す
る
規

程
」の
一
部
変
更 

／
第
２
号
議
案
：
資
産
査
定

規
程
の
一
部
変
更
／
第
３
号
議
案
：
常
勤
役

員
の
兼
職
等
に
つ
い
て
／
第
４
号
議
案
：【
倉

敷
か
さ
や
統
括
本
部
】旧
Ａ
コ
ー
プ
矢
掛
店
跡

地
の
売
却
／
第
５
号
議
案
：【
津
山
統
括
本

部
】旧
香
南
支
店
の
売
却
／
第
６
号
議
案
：

【
勝
英
統
括
本
部
】給
油
所
の
廃
止（
美
作
給

油
所
、勝
間
田
給
油
所
を
令
和
６
年
３
月
末

に
廃
止
）／
第
７
号
議
案
：【
新
見
統
括
本

部
】支
店
統
廃
合（
美
穀
、草
間
、豊
永
の
各

支
店
を
再
編
）／
第
８
号
議
案
：
出
資
口
数

の
減
口（
組
合
員
の
申
し
出
に
よ
る
）

【
報
告
事
項
】令
和
５
年
度
９
月
末
仮
決
算
状

況
及
び
事
業
実
績
／
機
構
改
革
に
伴
う
諸

規
程
の
変
更（
担
当
部
署
の
名
称
変
更
等
）

／
リ
ス
ク
管
理
委
員
会
報
告（
相
談
・
苦
情
、

事
務
ミ
ス
等
、
反
社
会
的
勢
力
排
除
対
応
・

管
理
先
対
応
状
況
、
令
和
５
年
度
Ｃ
Ｃ
Ｓ
定

期
確
認
結
果
及
び
管
理
先
対
処
方
針
、
疑

わ
し
い
取
引
の
届
出
、
内
部
統
制
確
立
に
向

け
た
重
点
化
対
策
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
取
組

状
況
・
違
反
状
況
、Ｊ
Ａ
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
運
用

実
績
報
告
、
不
祥
事
再
発
防
止
に
か
か
る
９

月
の
取
り
組
み
）／
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
報
告
／
経

済
事
業
改
革
の
方
針
と
取
り
組
み
内
容
及
び

支
店
統
廃
合
計
画
の
状
況
／
令
和
５
年
度
上

期
車
輌
事
故
状
況
／
令
和
５
年
度
上
期
労

働
災
害
状
況
／
職
員
数
の
状
況（
令
和
５
年

10
月
１
日
時
点
・
３
３
１
５
人
※
嘱
託
・
臨

時
・
派
遣
を
含
む
）／
そ
の
他
①
基
本
農
政

を
め
ぐ
る
情
勢
と
J
A
グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み

②
令
和
５
年
度
年
末
手
当
の
要
求
③
新
見
統

括
本
部
・
リ
ン
ド
ウ
選
花
場
建
設
お
よ
び
選

花
機
新
設
工
事
入
札
結
果
④
倉
敷
か
さ
や
統

括
本
部
・
旧
大
島
西
支
店
農
業
倉
庫
跡
地
、

建
物
の
売
却
結
果
⑤
農
機
フ
ェ
ア
⑥
晴
れ
ば

れ
e
ネ
ッ
ト
申
込
状
況
⑦
貯
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
は「
み
ん
な
が
元
気
に

な
る
農
業
・
地
域
の
創
造
へ
」を
経
営
理
念

と
し
、「
地
域
農
業
の
振
興
」「
安
全
安
心
な

農
畜
産
物
の
供
給
」「
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い

地
域
づ
く
り
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

理
念
に
賛
同
し
、
事
業
利
用
を
通
じ
て
農
業

を
守
り
応
援
し
て
く
だ
さ
る
新
た
な
組
合
員

を
募
っ
て
い
ま
す
。

●
組
合
員
に
な
れ
る
方

　
県
内
に
お
住
ま
い
、
ま
た
は
お
勤
め
で
、

当
Ｊ
Ａ
の
事
業
を
利
用
さ
れ
る
方（
定
款
第

12
条
〜
14
条
を
満
た
す
個
人
・
団
体
）。
出

資
１
口（
１
０
０
０
円
）か
ら
ご
加
入
い
た
だ
け

ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
・
加
入
手
続
き

　
お
近
く
の
支
店
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
、

資
格
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
は
、Ｊ
Ａ
で
承

諾
後
に
正
式
加
入
と
な
り
ま
す
。

　
新
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
訪
問
日
で
配
付
し

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
配
付
に
は
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
が
、
不

明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
近
く
の
支
店
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
年
末
年
始
の
各
店
舗
・
事
業
所
・Ａ
Ｔ
Ｍ

の
営
業
日
、
営
業
時
間
等
は
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
お
よ
び
各
店
舗
へ
の
掲
示
に
よ
り
12
月

中
旬
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
電
子
納
税
証
明
書（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）は
、
自
宅
や

オ
フ
ィ
ス
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
、
パ
ソ
コ
ン
か
らｅ
ー
Ｔａｘ
を
使
っ
て
請
求
か

ら
受
け
取
り
ま
で
で
き
ま
す
。

　
田
ん
ぼ
や
畑
に
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
る
と
い
う

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
農
産
物
の
安
全

性
と
環
境
保
全
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
だ

け
で
な
く
、
農
業
機
械
の
故
障
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
ビ
ン
や
カ
ン
な
ど
に
気
付
か
ず
機
械

で
切
っ
て
し
ま
う
と
周
囲
に
飛
び
散
り
、
ケ
ガ

や
事
故
が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
大

変
危
険
で
す
。
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
り
適
切
に
処

分
し
ま
し
ょ
う
。

　
10
月
上
旬
、
県
に
対
し
和
子
牛
生
産
者
臨

時
経
営
支
援
事
業
の
ブ
ロ
ッ
ク
割
り
の
見
直

し
に
つ
い
て
要
請
し
ま
し
た
。
飼
料
価
格
の
高

騰
・
高
止
ま
り
に
よ
り
子
牛
生
産
費
が
増
加

す
る
一
方
、
県
の
和
子
牛
平
均
価
格
が
下
が
っ

て
い
る
こ
と
を
受
け
、
実
態
に
適
し
た
措
置

を
要
請
し
、
国
へ
の
働
き
か
け
を
求
め
ま
し
た
。

　
10
月
中
旬
、
県
に
対
し
、①
食
料
安
全
保

障
対
策
②
水
田
農
業
対
策
③
園
芸
対
策
④

畜
産
・
酪
農
対
策
⑤
担
い
手
な
ど
の
確
保
・

育
成
対
策
⑥
農
業
・
農
村
の
価
値
創
出
対

策
な
ど
を
柱
に
28
項
目
を
要
請
し
、
関
連
施

策
の
充
実
と
国
へ
の
働
き
か
け
を
求
め
ま
し
た
。

日本農業新聞は営農と生活に役立つ情報が盛りだくさん！！購読はお近くのＪＡ窓口へ！

理
事
会
だ
よ
り

勝
英
、新
見
の
店
舗
見
直
し
ほ
か

農
業
を
守
り
暮
ら
し
や
す
い
地
域
へ

Ｊ
Ａ
組
合
員
加
入
の
ご
案
内

新
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
ご
利
用
く
だ
さ
い

訪
問
日
で
配
付
し
て
い
ま
す

ケ
ガ
や
事
故
の
原
因
に

田
ん
ぼ
へ
の
ポ
イ
捨
て
や
め
て

電
子
納
税
証
明
が
便
利
で
す

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
営
業
日
の
お
知
ら
せ

12
月
中
旬
よ
り
Ｈ
Ｐ
等
に
掲
示
し
ま
す

和
子
牛
の
生
産
支
援
を

農
業
施
策
の
充
実
も
要
請

和牛子牛セリ市況

成　績

※昨年11月期から下落が止まらず、今回は前月よりさらに約５万
　円下げる。これから年末の牛肉需要期に期待がかかる。

（税込）

性　別 頭数 平均体重
雌
去勢
合計

全体
全体
全体

584,100円

808,500円

808,500円

396,180円

476,341円

444,996円

283㎏
304㎏
295㎏

最高価格 平均価格
114
179
293

10月6日

（JA全農おかやま総合家畜市場）

JA からのお知らせ

辞令を受け取る新入職員

総務･改革推進･審査担当常務理事　小野　充 （おの みつる）

生産コスト低減のため
関係機関と連携して支援を

おじゃましますおじゃまします
役員
が

詳
し
い
手
続
き
は

コ
チ
ラ
か
ら

窓
口
に
行
く
必
要
が
な
く
請

求
か
ら
受
け
取
り
ま
で
で
き
る

手
数
料
が
お
得

期
限
内
で
あ
れ
ば
、
書
面
と

し
て
何
枚
で
も
印
刷
で
き
る

期
限
内
で
あ
れ
ば
、
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
た
電
子
デ
ー
タ
は
何
度

で
も
使
用
可
能

メ
リ
ッ
ト
１

メ
リ
ッ
ト
２

メ
リ
ッ
ト
３

メ
リ
ッ
ト
４

　
露
地
ブ
ド
ウ
の
出
荷
が
増
え
て
く
る
９

月
に
、
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
の
豊
洲
市

場
で
び
ほ
く
ぶ
ど
う
生
産
部
会
、
大
田
市

場
で
阿
新
ぶ
ど
う
部
会
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

を
行
い
、「
ニ
ュ
ー
ピ
オ
ー
ネ
」の
試
食
品
を

配
布
。
ど
ち
ら
も
、
数
分
で

配
布
が
終
了
す
る
盛
況
ぶ
り

で
し
た
。

　
全
国
的
に
黒
系
ブ
ド
ウ
が

減
少
傾
向
の
た
め
、
岡
山
県

産「
ニ
ュ
ー
ピ
オ
ー
ネ
」の
引
き

合
い
は
さ
ら
に
強
ま
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
市
場
担
当
者
や
仲

卸
か
ら
も
昨
年
よ
り「
ニ
ュ
ー
ピ

オ
ー
ネ
」の
発
注
が
増
え
て
お

り
、
来
年
以
降
の
出
荷
に
対

す
る
強
い
熱
意
を
感
じ
ま
し
た
。

いちばなしいちばなし

M
a

r
k

et

 letters      M
a

r
k

et letters

　船穂町花き部会の木下良一さんのハウスを訪れました。
ハウス内外の環境計測センサーを活用した、かん水や温度・
湿度のコントロールシステムをはじめ、配電盤まで自作するな
ど、スイートピー生産の自動化・効率化でコスト低減や品質アッ
プに取り組む姿に感服しました。
　燃油など生産資材の価格が高騰する中、ＪＡとしては生産
への影響緩和のため、行政・関係機関との連携を強化し、
産地の維持と農業者の所得増大、地域農業の発展に努め
ています。１０月には、倉敷市をはじめ１３市１０町2村に対して、
農業関連資材などへの支援を要請しました。省エネを後押し
するため国の事業を活用したヒートポンプの導入なども支援
し、技術を普及させたいと考えます。

自己改革
実践中！

JAグループ岡山

JA晴れの国岡山は
持続可能な

開発目標（SDGs）を
支援しています。

２市場でトップセールス
黒系ブドウ引き合い強まる

豊洲市場（９月９日）　　　　　　　　　　大田市場（９月１２日）

全
農
県
本
部

東
京
事
務
所

所
長池

上
　
孟
志

2024年3月以降の予定は順次お知らせします。

JAの巡回人間ドック（健診）のお知らせ
（1～2月）

JAの巡回人間ドック（健診）のお知らせ
（1～2月）

実施月日

1
月

2
月

場　　所 開始時間 問い合わせ先

12日（金）

25日（木）

26日（金）

2日（金）

13日（火）

14日（水）

19日（月）

20日（火）

21日（水）

28日（水）

熊山支店

久米南支店

佐伯支店

鏡野町中央公民館

吉永支店

久米支店

井原芳井支店

8：30

8：30

8：30

9：00

8：30

8：30

9：00

熊山支店経済担当
（TEL：086-995-1351）

佐伯支店経済担当
（TEL：0869-88-1131）

鏡野支店
（TEL：0868-54-0223）

吉永支店
（TEL：0869-84-3161）

久米支店
（TEL：0868-57-3141）

井原芳井支店
（TEL：0866-72-1414）

久米南支店
（TEL：086-728-2211）

地域の方を対象にした健康診断を実施します。
ご希望の方は3週間前までに各お問い合わせ先にお申し込
みください。

2023年度

ウィンターキャンペーン実施中！組合員
さま
限定

2023年11月1日（水）▶2024年1月31日（水）期間

対象
条件

・個人の組合員様（正組合員・准組合員）及びそのご家族の方
・店頭でスーパー定期貯金10万円以上新規お預入れの方
　（但し、お一人様1,000万円を上限とします）

・募集金額120億円（但し募集金額に達した場合は、期間内でも終了させていただきます）

スーパー定期貯金

【商品概要（定期貯金）】
●対象者：新規預入れの個人の組合員（正組合員・准組合員）およびそのご家族の方　●預入金額：
10万円以上1,000万円以下  1円単位　●対象商品：スーパー定期（単利型・複利型）※ＡＴＭおよび
ネットバンクによるお預入れ、自動継続後の定期貯金は対象外となります。　●お預入れ期間：1年（単
利）、3年（複利）　●利息：1年0.15%（単利）、3年0.25%（複利）　●税金：利息は20.315％（国税（
復興特別所得税を含む）15.315％、地方税5％）の分離課税となります。　●満期日以後の利息は解
約日または書替継続日における普通貯金利率により計算します。　●中途解約：原則としてこの定期
貯金は期限前解約ができません。やむを得ず中途解約をする場合は、当ＪＡ所定の中途解約利率によ
り計算した利息とともに払い戻しします。　●その他：この商品は貯金保険制度の対象であり、同保険
の範囲内で保護されます。　●期間：2023年11月1日（水）▶2024年1月31日（水）
●詳しくはお近くの支店へお問い合わせください。　　　　　　　　　金利:2023年11月1日現在

1年（単利）

年 年0.15% 0.25%
3年（複利）

（税引後：0.119%） （税引後：0.199%）

キャンペーン金利 キャンペーン金利

ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の
出
荷
状
況
な
ど
に
耳
を
傾
け

る
小
野
常
務（
右
）

た
け
し

い
け
が
み

きのした りょういち

20HAREBARE



推
進

部が

お
届

け
目からウ

ロコ！

くらしのお得情報
A

　
令
和
５
年
度
10
月
期
理
事
会
を
10
月
30

日
に
開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：「
マ
ネ
ー
・
ロ
ー

ン
ダ
リ
ン
グ
等
及
び
反
社
会
的
勢
力
等
へ
の

対
応
に
関
す
る
基
本
方
針
」及
び「
マ
ネ
ー
・

ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
等
へ
の
対
応
に
関
す
る
規

程
」の
一
部
変
更 

／
第
２
号
議
案
：
資
産
査
定

規
程
の
一
部
変
更
／
第
３
号
議
案
：
常
勤
役

員
の
兼
職
等
に
つ
い
て
／
第
４
号
議
案
：【
倉

敷
か
さ
や
統
括
本
部
】旧
Ａ
コ
ー
プ
矢
掛
店
跡

地
の
売
却
／
第
５
号
議
案
：【
津
山
統
括
本

部
】旧
香
南
支
店
の
売
却
／
第
６
号
議
案
：

【
勝
英
統
括
本
部
】給
油
所
の
廃
止（
美
作
給

油
所
、勝
間
田
給
油
所
を
令
和
６
年
３
月
末

に
廃
止
）／
第
７
号
議
案
：【
新
見
統
括
本

部
】支
店
統
廃
合（
美
穀
、草
間
、豊
永
の
各

支
店
を
再
編
）／
第
８
号
議
案
：
出
資
口
数

の
減
口（
組
合
員
の
申
し
出
に
よ
る
）

【
報
告
事
項
】令
和
５
年
度
９
月
末
仮
決
算
状

況
及
び
事
業
実
績
／
機
構
改
革
に
伴
う
諸

規
程
の
変
更（
担
当
部
署
の
名
称
変
更
等
）

／
リ
ス
ク
管
理
委
員
会
報
告（
相
談
・
苦
情
、

事
務
ミ
ス
等
、
反
社
会
的
勢
力
排
除
対
応
・

管
理
先
対
応
状
況
、
令
和
５
年
度
Ｃ
Ｃ
Ｓ
定

期
確
認
結
果
及
び
管
理
先
対
処
方
針
、
疑

わ
し
い
取
引
の
届
出
、
内
部
統
制
確
立
に
向

け
た
重
点
化
対
策
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
取
組

状
況
・
違
反
状
況
、Ｊ
Ａ
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
運
用

実
績
報
告
、
不
祥
事
再
発
防
止
に
か
か
る
９

月
の
取
り
組
み
）／
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
報
告
／
経

済
事
業
改
革
の
方
針
と
取
り
組
み
内
容
及
び

支
店
統
廃
合
計
画
の
状
況
／
令
和
５
年
度
上

期
車
輌
事
故
状
況
／
令
和
５
年
度
上
期
労

働
災
害
状
況
／
職
員
数
の
状
況（
令
和
５
年

10
月
１
日
時
点
・
３
３
１
５
人
※
嘱
託
・
臨

時
・
派
遣
を
含
む
）／
そ
の
他
①
基
本
農
政

を
め
ぐ
る
情
勢
と
J
A
グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み

②
令
和
５
年
度
年
末
手
当
の
要
求
③
新
見
統

括
本
部
・
リ
ン
ド
ウ
選
花
場
建
設
お
よ
び
選

花
機
新
設
工
事
入
札
結
果
④
倉
敷
か
さ
や
統

括
本
部
・
旧
大
島
西
支
店
農
業
倉
庫
跡
地
、

建
物
の
売
却
結
果
⑤
農
機
フ
ェ
ア
⑥
晴
れ
ば

れ
e
ネ
ッ
ト
申
込
状
況
⑦
貯
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
は「
み
ん
な
が
元
気
に

な
る
農
業
・
地
域
の
創
造
へ
」を
経
営
理
念

と
し
、「
地
域
農
業
の
振
興
」「
安
全
安
心
な

農
畜
産
物
の
供
給
」「
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い

地
域
づ
く
り
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

理
念
に
賛
同
し
、
事
業
利
用
を
通
じ
て
農
業

を
守
り
応
援
し
て
く
だ
さ
る
新
た
な
組
合
員

を
募
っ
て
い
ま
す
。

●
組
合
員
に
な
れ
る
方

　
県
内
に
お
住
ま
い
、
ま
た
は
お
勤
め
で
、

当
Ｊ
Ａ
の
事
業
を
利
用
さ
れ
る
方（
定
款
第

12
条
〜
14
条
を
満
た
す
個
人
・
団
体
）。
出

資
１
口（
１
０
０
０
円
）か
ら
ご
加
入
い
た
だ
け

ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
・
加
入
手
続
き

　
お
近
く
の
支
店
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
、

資
格
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
は
、Ｊ
Ａ
で
承

諾
後
に
正
式
加
入
と
な
り
ま
す
。

　
新
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
訪
問
日
で
配
付
し

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
配
付
に
は
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
が
、
不

明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
近
く
の
支
店
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
年
末
年
始
の
各
店
舗
・
事
業
所
・Ａ
Ｔ
Ｍ

の
営
業
日
、
営
業
時
間
等
は
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
お
よ
び
各
店
舗
へ
の
掲
示
に
よ
り
12
月

中
旬
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
電
子
納
税
証
明
書（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）は
、
自
宅
や

オ
フ
ィ
ス
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
、
パ
ソ
コ
ン
か
らｅ
ー
Ｔａｘ
を
使
っ
て
請
求
か

ら
受
け
取
り
ま
で
で
き
ま
す
。

　
田
ん
ぼ
や
畑
に
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
る
と
い
う

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
農
産
物
の
安
全

性
と
環
境
保
全
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
だ

け
で
な
く
、
農
業
機
械
の
故
障
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
ビ
ン
や
カ
ン
な
ど
に
気
付
か
ず
機
械

で
切
っ
て
し
ま
う
と
周
囲
に
飛
び
散
り
、
ケ
ガ

や
事
故
が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
大

変
危
険
で
す
。
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
り
適
切
に
処

分
し
ま
し
ょ
う
。

　
10
月
上
旬
、
県
に
対
し
和
子
牛
生
産
者
臨

時
経
営
支
援
事
業
の
ブ
ロ
ッ
ク
割
り
の
見
直

し
に
つ
い
て
要
請
し
ま
し
た
。
飼
料
価
格
の
高

騰
・
高
止
ま
り
に
よ
り
子
牛
生
産
費
が
増
加

す
る
一
方
、
県
の
和
子
牛
平
均
価
格
が
下
が
っ

て
い
る
こ
と
を
受
け
、
実
態
に
適
し
た
措
置

を
要
請
し
、
国
へ
の
働
き
か
け
を
求
め
ま
し
た
。

　
10
月
中
旬
、
県
に
対
し
、①
食
料
安
全
保

障
対
策
②
水
田
農
業
対
策
③
園
芸
対
策
④

畜
産
・
酪
農
対
策
⑤
担
い
手
な
ど
の
確
保
・

育
成
対
策
⑥
農
業
・
農
村
の
価
値
創
出
対

策
な
ど
を
柱
に
28
項
目
を
要
請
し
、
関
連
施

策
の
充
実
と
国
へ
の
働
き
か
け
を
求
め
ま
し
た
。

日本農業新聞は営農と生活に役立つ情報が盛りだくさん！！購読はお近くのＪＡ窓口へ！

理
事
会
だ
よ
り

勝
英
、新
見
の
店
舗
見
直
し
ほ
か

農
業
を
守
り
暮
ら
し
や
す
い
地
域
へ

Ｊ
Ａ
組
合
員
加
入
の
ご
案
内

新
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
ご
利
用
く
だ
さ
い

訪
問
日
で
配
付
し
て
い
ま
す

ケ
ガ
や
事
故
の
原
因
に

田
ん
ぼ
へ
の
ポ
イ
捨
て
や
め
て

電
子
納
税
証
明
が
便
利
で
す

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
営
業
日
の
お
知
ら
せ

12
月
中
旬
よ
り
Ｈ
Ｐ
等
に
掲
示
し
ま
す

和
子
牛
の
生
産
支
援
を

農
業
施
策
の
充
実
も
要
請

和牛子牛セリ市況

成　績

※昨年11月期から下落が止まらず、今回は前月よりさらに約５万
　円下げる。これから年末の牛肉需要期に期待がかかる。

（税込）

性　別 頭数 平均体重
雌
去勢
合計

全体
全体
全体

584,100円

808,500円

808,500円

396,180円

476,341円

444,996円

283㎏
304㎏
295㎏

最高価格 平均価格
114
179
293

10月6日

（JA全農おかやま総合家畜市場）

JA からのお知らせ

辞令を受け取る新入職員

総務･改革推進･審査担当常務理事　小野　充 （おの みつる）

生産コスト低減のため
関係機関と連携して支援を

おじゃましますおじゃまします
役員
が

詳
し
い
手
続
き
は

コ
チ
ラ
か
ら

窓
口
に
行
く
必
要
が
な
く
請

求
か
ら
受
け
取
り
ま
で
で
き
る

手
数
料
が
お
得

期
限
内
で
あ
れ
ば
、
書
面
と

し
て
何
枚
で
も
印
刷
で
き
る

期
限
内
で
あ
れ
ば
、
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
た
電
子
デ
ー
タ
は
何
度

で
も
使
用
可
能

メ
リ
ッ
ト
１

メ
リ
ッ
ト
２

メ
リ
ッ
ト
３

メ
リ
ッ
ト
４

　
露
地
ブ
ド
ウ
の
出
荷
が
増
え
て
く
る
９

月
に
、
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
の
豊
洲
市

場
で
び
ほ
く
ぶ
ど
う
生
産
部
会
、
大
田
市

場
で
阿
新
ぶ
ど
う
部
会
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

を
行
い
、「
ニ
ュ
ー
ピ
オ
ー
ネ
」の
試
食
品
を

配
布
。
ど
ち
ら
も
、
数
分
で

配
布
が
終
了
す
る
盛
況
ぶ
り

で
し
た
。

　
全
国
的
に
黒
系
ブ
ド
ウ
が

減
少
傾
向
の
た
め
、
岡
山
県

産「
ニ
ュ
ー
ピ
オ
ー
ネ
」の
引
き

合
い
は
さ
ら
に
強
ま
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
市
場
担
当
者
や
仲

卸
か
ら
も
昨
年
よ
り「
ニ
ュ
ー
ピ

オ
ー
ネ
」の
発
注
が
増
え
て
お

り
、
来
年
以
降
の
出
荷
に
対

す
る
強
い
熱
意
を
感
じ
ま
し
た
。

いちばなしいちばなし

M
a

r
k

et

 letters      M
a

r
k

et letters

　船穂町花き部会の木下良一さんのハウスを訪れました。
ハウス内外の環境計測センサーを活用した、かん水や温度・
湿度のコントロールシステムをはじめ、配電盤まで自作するな
ど、スイートピー生産の自動化・効率化でコスト低減や品質アッ
プに取り組む姿に感服しました。
　燃油など生産資材の価格が高騰する中、ＪＡとしては生産
への影響緩和のため、行政・関係機関との連携を強化し、
産地の維持と農業者の所得増大、地域農業の発展に努め
ています。１０月には、倉敷市をはじめ１３市１０町2村に対して、
農業関連資材などへの支援を要請しました。省エネを後押し
するため国の事業を活用したヒートポンプの導入なども支援
し、技術を普及させたいと考えます。

自己改革
実践中！

JAグループ岡山

JA晴れの国岡山は
持続可能な

開発目標（SDGs）を
支援しています。

２市場でトップセールス
黒系ブドウ引き合い強まる

豊洲市場（９月９日）　　　　　　　　　　大田市場（９月１２日）

全
農
県
本
部

東
京
事
務
所

所
長池

上
　
孟
志

2024年3月以降の予定は順次お知らせします。

JAの巡回人間ドック（健診）のお知らせ
（1～2月）

JAの巡回人間ドック（健診）のお知らせ
（1～2月）

実施月日

1
月

2
月

場　　所 開始時間 問い合わせ先

12日（金）

25日（木）

26日（金）

2日（金）

13日（火）

14日（水）

19日（月）

20日（火）

21日（水）

28日（水）

熊山支店

久米南支店

佐伯支店

鏡野町中央公民館

吉永支店

久米支店

井原芳井支店

8：30

8：30

8：30

9：00

8：30

8：30

9：00

熊山支店経済担当
（TEL：086-995-1351）

佐伯支店経済担当
（TEL：0869-88-1131）

鏡野支店
（TEL：0868-54-0223）

吉永支店
（TEL：0869-84-3161）

久米支店
（TEL：0868-57-3141）

井原芳井支店
（TEL：0866-72-1414）

久米南支店
（TEL：086-728-2211）

地域の方を対象にした健康診断を実施します。
ご希望の方は3週間前までに各お問い合わせ先にお申し込
みください。

2023年度

ウィンターキャンペーン実施中！組合員
さま
限定

2023年11月1日（水）▶2024年1月31日（水）期間

対象
条件

・個人の組合員様（正組合員・准組合員）及びそのご家族の方
・店頭でスーパー定期貯金10万円以上新規お預入れの方
　（但し、お一人様1,000万円を上限とします）

・募集金額120億円（但し募集金額に達した場合は、期間内でも終了させていただきます）

スーパー定期貯金

【商品概要（定期貯金）】
●対象者：新規預入れの個人の組合員（正組合員・准組合員）およびそのご家族の方　●預入金額：
10万円以上1,000万円以下  1円単位　●対象商品：スーパー定期（単利型・複利型）※ＡＴＭおよび
ネットバンクによるお預入れ、自動継続後の定期貯金は対象外となります。　●お預入れ期間：1年（単
利）、3年（複利）　●利息：1年0.15%（単利）、3年0.25%（複利）　●税金：利息は20.315％（国税（
復興特別所得税を含む）15.315％、地方税5％）の分離課税となります。　●満期日以後の利息は解
約日または書替継続日における普通貯金利率により計算します。　●中途解約：原則としてこの定期
貯金は期限前解約ができません。やむを得ず中途解約をする場合は、当ＪＡ所定の中途解約利率によ
り計算した利息とともに払い戻しします。　●その他：この商品は貯金保険制度の対象であり、同保険
の範囲内で保護されます。　●期間：2023年11月1日（水）▶2024年1月31日（水）
●詳しくはお近くの支店へお問い合わせください。　　　　　　　　　金利:2023年11月1日現在

1年（単利）

年 年0.15% 0.25%
3年（複利）

（税引後：0.119%） （税引後：0.199%）

キャンペーン金利 キャンペーン金利

ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の
出
荷
状
況
な
ど
に
耳
を
傾
け

る
小
野
常
務（
右
）

た
け
し

い
け
が
み

きのした りょういち
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▼
先
月
号
の
表
紙「
作
州
栗
®」の
写
真
に

食
欲
を
そ
そ
ら
れ
、
栗
ご
飯
を
作
り
ま

し
た
。
栗
の
皮
を
む
く
の
は
大
変
で
す
が
、

手
間
暇
か
け
た
分
お
い
し
か
っ
た
で
す
！

倉
敷
市
・
ウ
ェ
ル
さ
ん（
60
代
）

▼
岡
山
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
栗
が
あ
る
事
を

初
め
て
知
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
食
べ
て
み
た

い
で
す
！笠

岡
市
・
大
本 

玲
子
さ
ん（
50
代
）

▼
晴
れ
の
ご
は
ん
い
た
だ
き
ま
す「
ダ
イ

コ
ン
の
彩
り
き
ん
ぴ
ら
」を
作
っ
て
み
ま
す
。

わ
が
家
で
は
ダ
イ
コ
ン
や
ニ
ン
ジ
ン
の
皮

は
捨
て
な
い
で
み
そ
汁
の
具
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
料
理
に
使
っ
て
い
ま
す
。

倉
敷
市
・
Ｋ
子
さ
ん（
60
代
）

▼
雄
大
で
の
ど
か
な「
ソ
ラ
サ
ン
ぽ
」。
勝

央
町
を
空
か
ら
見
た
風
景
に
と
て
も
癒

さ
れ
ま
し
た
。
水
田
が
規
則
正
し
く
並

ぶ
景
色
は
落
ち
着
い
て
い
て
、
と
に
か
く

す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。

備
前
市
・
左
直 

真
悟
さ
ん（
40
代
）

▼
嫁
い
だ
先
が
お
米
を
作
っ
て
い
て
、
稲

刈
り
の
後
に
天
日
に
干
し
て
か
ら
脱
穀
し

ま
す
。
少
し
で
す
が
、
農
業
の
大
変
さ
が

わ
か
り
ま
す
。
農
業
で
頑
張
っ
て
い
る
生

産
者
さ
ん
を
見
る
と
大
変
な
ご
苦
労
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
楽
し
そ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
を
見
て
、
い
つ
も
感
動
・
感

心
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
頑

張
っ
て
ほ
し
い
で
す
！
応
援
し
て
い
ま
す
！

里
庄
町
・
磯
田 

溶
子
さ
ん（
50
代
）

▼
先
月
、
人
生
で
初
め
て
ブ
ド
ウ
狩
り
を

体
験
し
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
自
分
で
収
穫

す
る
と
新
鮮
さ
が
違
い
ま
す
。
行
っ
て
み

て
よ
か
っ
た
で
す
。

新
見
市
・
高
岸 

ゆ
み
子
さ
ん（
70
代
）

▼「
作
州
栗
®」を
焼
き
栗
で
食
べ
て
み
た

く
な
り
ま
し
た
。
近
く
の
イ
ベ
ン
ト
へ
出

か
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

倉
敷
市
・
ほ
っ
こ
り
さ
ん（
50
代
）

▼「
国
消
国
産
」と
い
う
言
葉
、
初
め
て
目

に
し
ま
し
た
が
、
大
賛
成
で
す
。
日
頃

か
ら
可
能
な
限
り
国
産
を
購
入
す
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。
自
身
は
小
さ
な
菜

園
で
有
機
無
農
薬
で
季
節
の
野
菜
を
育

て
て
い
ま
す
が
、
虫
と
の
戦
い
で
す
。

吉
備
中
央
町
・
よ
う
ち
ゃ
ん（
70
代
）

▼
先
月
号
の「
晴
れ
び
と
」を
読
み
ま
し
た
。

栗
は
野
生
動
物
の
エ
サ
に
な
り
や
す
い
の

で
栽
培
は
大
変
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

大
変
な
努
力
と
体
力
が
必
要
で
す
が
、

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

鏡
野
町
・
難
波 

圭
輔
さ
ん（
90
代
）

▼
物
価
高
で
野
菜
も
高
い
け
ど
、
体
の
た

め
に
し
っ
か
り
食
べ
た
い
で
す
！

赤
磐
市
・
ち
い
さ
ん（
10
代
）

▼
い
つ
も
10
月
末
に
は
我
慢
で
き
ず
ス
ト
ー

ブ
の
出
番
が
く
る
と
こ
ろ
、
今
年
は
ま
だ

ス
ト
ー
ブ
が
無
く
て
も
過
ご
せ
そ
う
で
す
。

で
も
育
て
て
い
る
植
物
に
は
そ
ろ
そ
ろ
冬

支
度
が
必
要
で
す
ね
。綺
麗
な
花
の
た
め
に
。

久
米
南
町
・
高
谷 

加
代
子
さ
ん（
60
代
）

▼
今
は
キ
ュ
ウ
リ
も
ト
マ
ト
も
年
中
店
頭

に
並
び
季
節
を
感
じ
な
い
の
で
、
広
報

誌
で
旬
の
食
材
を
知
れ
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

浅
口
市
・
中
務 

平
八
郎
さ
ん（
80
代
）

▼
J
A
の
年
金
友
の
会
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
に
参
加
し
、
お
か
げ
さ
ま
で
入
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

美
作
市
・
耳
鳴
り
ホ
ー
イ
チ
さ
ん（
70
代
）

▼
農
業
が
も
っ
と
若
い
人
に
と
っ
て
参
入

し
や
す
い
産
業
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

ま
す
。

新
見
市
・
ウ
ド
さ
ん（
30
代
）

読
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の

ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

　
先
月
号
の「
作
州
栗
®」に
つ
い
て
、
苗

木
を
購
入
し
た
い
と
の
ご
意
見
が
多
数

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
植
え
付
け
は
11
月

〜
12
月
が
適
期
で
す
。Ｊ
Ａ
の
生
産
資
材

店
で
毎
年
６
月
頃
ま
で
注
文
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？ （出題／ニコリ）

サンタがプレゼントを入れます
パパー、ママー、どこー?
欧米のクリスマスには、この鳥の丸
焼きがよく食べられます
大好きな歌手の―を見に行った
レンコンは根のように見えますが、実はこれ
「海のミルク」と呼ばれる貝
除夜の鐘をつけるところもあります
水や砂と混ぜコンクリートを作ります
サハラ、タクラマカンといえば
刃物で紙を加工して描きます
冬の京都市は―冷えするといわ
れます

1
2
3

4
5
10
11
12
13
14
15

冬眠するものも多い大型の哺乳類
謎の多い浮世絵師、東洲斎―
その月の一番最初の日
寒い日に吐くと白く見えることも
授業中は慎んでくださいね
ワカメの根元に近い部分
―予報によると来週は寒いらしい
建物が立っていない宅地
―の細かい滑らかな肌
年越しに付きものの麺類
チン!と鳴らすと人が来ます
1号は東京と大阪を、2号は大阪と福岡を結びます
年賀状のイラストによく使われます。令和6年は「辰」です

1
3
6
7
8
9
11
13
14
15
16
17
18

ヨコのカギ タテのカギ

●郵便番号・住所
●氏名
●電話番号
●年齢
●パズルの答え
●よかったコーナー
 　　（複数回答可）

●その他ご意見・ご感想

※誌面の都合上、お便りのすべてを掲載できない場
合がございますがご了承ください。

※みなさまからいただいた個人情報は、投稿コーナーへの
掲載や当選賞品発送、JA事業運営以外では使用い
たしません。

※投稿写真は、人物など被写体に関する肖像権などに触
れる可能性のないものに限ります。

※記載氏名につきましては、ペンネームをご希望の方は、
ご自身のペンネームを必ず明記してください。

※投稿いただいた作品は返却いたしません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただ
きます。

※投稿いただいたハガキなどは、投稿いただいた時点で
掲載可能承諾済とさせていただきます。

応募締切：２０２３年12月11日（月）必着

あとがき

応募フォームURL：
　https://www.ja-hareoka.or.jp/form/harebare_present/ 
FAX：086－476－1840

ハガキ･応募フォーム･ＦＡＸのいずれかに、必要事
項をご記入いただき、ご応募ください。

応　募　方　法

または

　
今
年
も
あ
っ
と
い
う
間
に
年
末
が
迫
っ
て
来
ま
し
た
。

　
さ
て
、
み
な
さ
ん
は
Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
友
だ
ち
登
録
は
も
う
さ
れ
ま
し
た
か
？
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
は
、

広
報
誌
や
旬
の
食
材
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
情

報
な
ど
を
配
信
し
て
い
ま
す
。
今
な
ら
お

肉
が
当
た
る
大
抽
選
会（
上
部
参
照
）も

開
催
中
で
す
！
友
だ
ち
登
録
&
受
信
設

定
を
し
て
後
は
待
つ
だ
け
。
今
年
の
う
ち

に
ぜ
ひ
ご
登
録
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
も
と
に
お
い
し
い
岡
山
の

お
肉
が
届
き
ま
す
よ
う
に
！（
矢
部
）

応募フォーム・FAXでの
応募もOK!!

みなさまからの
「写真」「イラスト」「お便り」「川柳」のご応募を大募集
しています。ご意見・ご感想もお待ちしています！！

スマートフォンから簡単

応募フォームはこちら

畑で採れたサツマイモ・カボ
チャ・ナス・オクラ・パプリカ
を使って天ぷらパーティー！ペ
ロリと平らげました。秋最高。

総社市　なすたろうさん
ラッキョウの花がかわいいです。

井原市　AMIさん

備
中
国
分
寺
の「
ヒ
マ
ワ
リ
と
コ
ス
モ

ス
の
共
演
」で
す
。 

ヒ
マ
ワ
リ
が
遅
く

咲
い
て
い
ま
し
た（
10
月
24
日
撮
影
）。

総
社
市
　
も
も
た
ろ
う
さ
ん

３年越しで育てたフ
ジバカマに、今年初
めて「旅する蝶アサ
ギマダラ」が飛来しま
した。
備前市
中谷 二三男さん

クロスワードパズル
先月号の答え

「フユジタク」
応募総数
803件

〒713-811363円
切手

倉敷市玉島八島
　　　1510-1

JA晴れの国岡山
　　　　企画課
　「晴ればれ」係

LINE友だち限定！ご登録はこちらから
必要情報を入力いただくとエントリー完了です。
当選発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

※写真はイメージです

正解者の中から抽選で
15人の方に
｢ミカン｣
プレゼント！！

地域
の良さ再発見!!

本誌掲載の商品は総額表示で表記しています

倉敷市　小郷 友子さん 倉敷市　難波 聖子さん
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▼
先
月
号
の
表
紙「
作
州
栗
®」の
写
真
に

食
欲
を
そ
そ
ら
れ
、
栗
ご
飯
を
作
り
ま

し
た
。
栗
の
皮
を
む
く
の
は
大
変
で
す
が
、

手
間
暇
か
け
た
分
お
い
し
か
っ
た
で
す
！

倉
敷
市
・
ウ
ェ
ル
さ
ん（
60
代
）

▼
岡
山
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
栗
が
あ
る
事
を

初
め
て
知
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
食
べ
て
み
た

い
で
す
！笠

岡
市
・
大
本 

玲
子
さ
ん（
50
代
）

▼
晴
れ
の
ご
は
ん
い
た
だ
き
ま
す「
ダ
イ

コ
ン
の
彩
り
き
ん
ぴ
ら
」を
作
っ
て
み
ま
す
。

わ
が
家
で
は
ダ
イ
コ
ン
や
ニ
ン
ジ
ン
の
皮

は
捨
て
な
い
で
み
そ
汁
の
具
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
料
理
に
使
っ
て
い
ま
す
。

倉
敷
市
・
Ｋ
子
さ
ん（
60
代
）

▼
雄
大
で
の
ど
か
な「
ソ
ラ
サ
ン
ぽ
」。
勝

央
町
を
空
か
ら
見
た
風
景
に
と
て
も
癒

さ
れ
ま
し
た
。
水
田
が
規
則
正
し
く
並

ぶ
景
色
は
落
ち
着
い
て
い
て
、
と
に
か
く

す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。

備
前
市
・
左
直 

真
悟
さ
ん（
40
代
）

▼
嫁
い
だ
先
が
お
米
を
作
っ
て
い
て
、
稲

刈
り
の
後
に
天
日
に
干
し
て
か
ら
脱
穀
し

ま
す
。
少
し
で
す
が
、
農
業
の
大
変
さ
が

わ
か
り
ま
す
。
農
業
で
頑
張
っ
て
い
る
生

産
者
さ
ん
を
見
る
と
大
変
な
ご
苦
労
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
楽
し
そ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
を
見
て
、
い
つ
も
感
動
・
感

心
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
頑

張
っ
て
ほ
し
い
で
す
！
応
援
し
て
い
ま
す
！

里
庄
町
・
磯
田 

溶
子
さ
ん（
50
代
）

▼
先
月
、
人
生
で
初
め
て
ブ
ド
ウ
狩
り
を

体
験
し
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
自
分
で
収
穫

す
る
と
新
鮮
さ
が
違
い
ま
す
。
行
っ
て
み

て
よ
か
っ
た
で
す
。

新
見
市
・
高
岸 

ゆ
み
子
さ
ん（
70
代
）

▼「
作
州
栗
®」を
焼
き
栗
で
食
べ
て
み
た

く
な
り
ま
し
た
。
近
く
の
イ
ベ
ン
ト
へ
出

か
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

倉
敷
市
・
ほ
っ
こ
り
さ
ん（
50
代
）

▼「
国
消
国
産
」と
い
う
言
葉
、
初
め
て
目

に
し
ま
し
た
が
、
大
賛
成
で
す
。
日
頃

か
ら
可
能
な
限
り
国
産
を
購
入
す
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。
自
身
は
小
さ
な
菜

園
で
有
機
無
農
薬
で
季
節
の
野
菜
を
育

て
て
い
ま
す
が
、
虫
と
の
戦
い
で
す
。

吉
備
中
央
町
・
よ
う
ち
ゃ
ん（
70
代
）

▼
先
月
号
の「
晴
れ
び
と
」を
読
み
ま
し
た
。

栗
は
野
生
動
物
の
エ
サ
に
な
り
や
す
い
の

で
栽
培
は
大
変
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

大
変
な
努
力
と
体
力
が
必
要
で
す
が
、

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

鏡
野
町
・
難
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圭
輔
さ
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代
）

▼
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価
高
で
野
菜
も
高
い
け
ど
、
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の
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め
に
し
っ
か
り
食
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た
い
で
す
！
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磐
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・
ち
い
さ
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代
）

▼
い
つ
も
10
月
末
に
は
我
慢
で
き
ず
ス
ト
ー

ブ
の
出
番
が
く
る
と
こ
ろ
、
今
年
は
ま
だ

ス
ト
ー
ブ
が
無
く
て
も
過
ご
せ
そ
う
で
す
。

で
も
育
て
て
い
る
植
物
に
は
そ
ろ
そ
ろ
冬

支
度
が
必
要
で
す
ね
。綺
麗
な
花
の
た
め
に
。

久
米
南
町
・
高
谷 

加
代
子
さ
ん（
60
代
）

▼
今
は
キ
ュ
ウ
リ
も
ト
マ
ト
も
年
中
店
頭

に
並
び
季
節
を
感
じ
な
い
の
で
、
広
報

誌
で
旬
の
食
材
を
知
れ
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

浅
口
市
・
中
務 

平
八
郎
さ
ん（
80
代
）

▼
J
A
の
年
金
友
の
会
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
に
参
加
し
、
お
か
げ
さ
ま
で
入
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

美
作
市
・
耳
鳴
り
ホ
ー
イ
チ
さ
ん（
70
代
）

▼
農
業
が
も
っ
と
若
い
人
に
と
っ
て
参
入

し
や
す
い
産
業
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

ま
す
。

新
見
市
・
ウ
ド
さ
ん（
30
代
）

読
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の

ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

　
先
月
号
の「
作
州
栗
®」に
つ
い
て
、
苗

木
を
購
入
し
た
い
と
の
ご
意
見
が
多
数

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
植
え
付
け
は
11
月

〜
12
月
が
適
期
で
す
。Ｊ
Ａ
の
生
産
資
材

店
で
毎
年
６
月
頃
ま
で
注
文
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？ （出題／ニコリ）

サンタがプレゼントを入れます
パパー、ママー、どこー?
欧米のクリスマスには、この鳥の丸
焼きがよく食べられます
大好きな歌手の―を見に行った
レンコンは根のように見えますが、実はこれ
「海のミルク」と呼ばれる貝
除夜の鐘をつけるところもあります
水や砂と混ぜコンクリートを作ります
サハラ、タクラマカンといえば
刃物で紙を加工して描きます
冬の京都市は―冷えするといわ
れます

1
2
3

4
5
10
11
12
13
14
15

冬眠するものも多い大型の哺乳類
謎の多い浮世絵師、東洲斎―
その月の一番最初の日
寒い日に吐くと白く見えることも
授業中は慎んでくださいね
ワカメの根元に近い部分
―予報によると来週は寒いらしい
建物が立っていない宅地
―の細かい滑らかな肌
年越しに付きものの麺類
チン!と鳴らすと人が来ます
1号は東京と大阪を、2号は大阪と福岡を結びます
年賀状のイラストによく使われます。令和6年は「辰」です

1
3
6
7
8
9
11
13
14
15
16
17
18

ヨコのカギ タテのカギ

●郵便番号・住所
●氏名
●電話番号
●年齢
●パズルの答え
●よかったコーナー
 　　（複数回答可）

●その他ご意見・ご感想

※誌面の都合上、お便りのすべてを掲載できない場
合がございますがご了承ください。

※みなさまからいただいた個人情報は、投稿コーナーへの
掲載や当選賞品発送、JA事業運営以外では使用い
たしません。

※投稿写真は、人物など被写体に関する肖像権などに触
れる可能性のないものに限ります。

※記載氏名につきましては、ペンネームをご希望の方は、
ご自身のペンネームを必ず明記してください。

※投稿いただいた作品は返却いたしません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただ
きます。

※投稿いただいたハガキなどは、投稿いただいた時点で
掲載可能承諾済とさせていただきます。

応募締切：２０２３年12月11日（月）必着

あとがき

応募フォームURL：
　https://www.ja-hareoka.or.jp/form/harebare_present/ 
FAX：086－476－1840

ハガキ･応募フォーム･ＦＡＸのいずれかに、必要事
項をご記入いただき、ご応募ください。

応　募　方　法

または

　
今
年
も
あ
っ
と
い
う
間
に
年
末
が
迫
っ
て
来
ま
し
た
。

　
さ
て
、
み
な
さ
ん
は
Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
友
だ
ち
登
録
は
も
う
さ
れ
ま
し
た
か
？
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
は
、

広
報
誌
や
旬
の
食
材
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
情

報
な
ど
を
配
信
し
て
い
ま
す
。
今
な
ら
お

肉
が
当
た
る
大
抽
選
会（
上
部
参
照
）も

開
催
中
で
す
！
友
だ
ち
登
録
&
受
信
設

定
を
し
て
後
は
待
つ
だ
け
。
今
年
の
う
ち

に
ぜ
ひ
ご
登
録
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
も
と
に
お
い
し
い
岡
山
の

お
肉
が
届
き
ま
す
よ
う
に
！（
矢
部
）

応募フォーム・FAXでの
応募もOK!!

みなさまからの
「写真」「イラスト」「お便り」「川柳」のご応募を大募集
しています。ご意見・ご感想もお待ちしています！！

スマートフォンから簡単

応募フォームはこちら

畑で採れたサツマイモ・カボ
チャ・ナス・オクラ・パプリカ
を使って天ぷらパーティー！ペ
ロリと平らげました。秋最高。

総社市　なすたろうさん
ラッキョウの花がかわいいです。

井原市　AMIさん

備
中
国
分
寺
の「
ヒ
マ
ワ
リ
と
コ
ス
モ

ス
の
共
演
」で
す
。 

ヒ
マ
ワ
リ
が
遅
く

咲
い
て
い
ま
し
た（
10
月
24
日
撮
影
）。

総
社
市
　
も
も
た
ろ
う
さ
ん

３年越しで育てたフ
ジバカマに、今年初
めて「旅する蝶アサ
ギマダラ」が飛来しま
した。
備前市
中谷 二三男さん

クロスワードパズル
先月号の答え

「フユジタク」
応募総数
803件

〒713-811363円
切手

倉敷市玉島八島
　　　1510-1

JA晴れの国岡山
　　　　企画課
　「晴ればれ」係

LINE友だち限定！ご登録はこちらから
必要情報を入力いただくとエントリー完了です。
当選発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

※写真はイメージです

正解者の中から抽選で
15人の方に
｢ミカン｣
プレゼント！！

地域
の良さ再発見!!

本誌掲載の商品は総額表示で表記しています

倉敷市　小郷 友子さん 倉敷市　難波 聖子さん
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Vol.44　2023年12月号 
ホームページ
随時更新中！！

LINEはじめました!!
友だち登録お願いします!

特 集
女性部とSDGs
想いをひとつに かなえよう

晴れびと！

潮風と太陽で育む
　島で味わう甘いミカン

「組合員の笑顔」が広がる「協同」の素晴らしさを伝える広報誌
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